


あ
れ
か
ら
、
も
う
四
年
も
経
て
い
た
の
だ
。
老
齢
者
に
と
っ
て
こ
れ
は
半
端
な
年
月
で

は
な
い
。
当
時
、
あ
ろ
う
こ
と
か
書
店
で
妙
な
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
（
以
下
Ｔ
Ｐ
、
林
製

紙
　
二
〇
〇
九
）
が
販
売
さ
れ
て
い
る
の
を
見
つ
け
て
買
い
込
ん
だ
の
だ
っ
た
。

二
一
〇
円
。
包
装
紙
の
意
匠
が
オ
ド
ロ
オ
ド
ロ
し
い
。
マ
ジ
、
Ｔ
Ｐ
そ
の
も
の
な
ん
だ

ろ
う
と
は
思
っ
た
が
、
し
か
し
一
包
だ
け
で
こ
の
値
段
だ
し
、
名
高
い
作
家
に
よ
る
テ
キ

ス
ト
が
刷
り
込
ん
で
あ
る
ら
し
い
か
ら
、
相
当
に
手
の
込
ん
だ
仕
掛
け
が
仕
込
ん
で
あ
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
？
　
何
か
期
待
し
て
し
ま
う
で
は
な
い
か
！

し
か
し
、
こ
れ
を
持
ち
帰
っ
て
ト
イ
レ
に
持
ち
込
ん
で
す
ぐ
さ
ま
開
封
す
る
に
は
、
生

来
の
書
物
フ
ェ
チ
が
邪
魔
を
し
た
。
こ
れ
っ
て
一
度
ほ
ど
い
た
ら
そ
う
簡
単
に
は
巻
き
戻

せ
ま
い
。
グ
ス
グ
ス
に
な
っ
た
ブ
ツ
を
ど
う
保
管
す
る
の
だ
？
　
以
来
、
今
日
ま
で
の
歳

月
、
目
の
端
に
触
れ
る
と
こ
ろ
に
転
が
し
た
ま
ま
放
置
し
て
き
た
。

メ
デ
ィ
ア
史
と
し
て
は
、
巻か
ん

子す

本
が
冊さ
っ

子し

本
に
切
り
替
わ
る
局
面
は
文
明
論
的
に
極
め

て
重
視
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。
作
家
は
こ
こ
に
着
目
し
て
、
手
の
込
ん
だ
謎
を
仕
掛
け
て
い

る
に
違
い
な
い
、
と
期
待
を
し
た
。
だ
か
ら
早
く
開
封
し
て
み
た
い
け
ど
…
…
モ
ッ
タ
イ

ナ
イ
。
こ
の
葛
藤
を
重
ね
て
、
四
年
間
に
仕
込
ん
だ
勝
手
な
妄
想
は
膨
ら
む
ば
か
り
。

だ
が
待
て
よ
、
開
封
し
な
い
で
も
テ
キ
ス
ト
に
触
れ
得
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
き
っ
と

ネ
ッ
ト
で
探
す
べ
き
か
？
　
案
の
定
、
す
で
に
あ
の
キ
ン
ド
ル
に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
た

（
九
九
円
）。
で
、
早
速
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
。

う
〜
ん
。
こ
の
Ｔ
Ｐ
を
「
巻
子
本
」
そ
の
も
の
と
見
立
て
て
大
げ
さ
な
連
想
を
築
き
あ

げ
る
前
に
、
ま
ず
は
Ｔ
Ｐ
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
勝
手
な
期
待
を
抱
い
て
い
た
よ
う
だ
。

つ
ま
り
、Ｔ
Ｐ
は
ト
イ
レ
タ
イ
ム
を
補
完
す
る
際
の
補
助
材
で
あ
る
こ
と
こ
そ
が
第
一
義
。

用
を
足
す
と
き
の
束
の
間
の
慰
み
に
、
チ
ラ
ッ
と
目
を
や
れ
ば
ほ
の
か
な
ホ
ラ
ー
感
が
味

わ
え
る
で
は
な
い
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
が
著
者
の
狙
う
仕
掛
け
。
軽
妙
に
「
ビ
ロ
ー
な
オ

サ
レ
（
尾
籠
な
お
洒
落
）」
を
盛
り
込
む
の
が
、
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
だ
。

一
本
取
ら
れ
ま
し
た
。

初
版
本
、
ナ
ン
セ
ン
ス
な
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
　
　

鈴
木
光
司
著

『
ド
ロ
ッ
プ
』

酒
井
道
夫
（
二
代
目
酒
井
九
ポ
堂
）

ホルダーにセットしてみれば、やはりトイレットペーパーそのもの。2枚重ね30m
巻き、100%再生紙使用。活字は水色。その後、翌年にかけて2、3が発売され、全3
巻パックもある。筆者は当然購入し、未開封で保管している



�　　九州大学における知の公共化の取り組み

九
州
大
学
に
お
け
る
知
の
公
共
化
の
取
り
組
み

吉
田
素
文　
（
九
州
大
学
附
属
図
書
館
副
館
長
）

　

は
じ
め
に

筆
者
は
、
去
る
平
成
二
三
年
一
一
月
一
八
日
に
、
福
岡
市
で
開
催

さ
れ
た
大
学
出
版
部
協
会
の
二
〇
一
一
年
度
編
集
部
会
秋
季
研
修
会

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ひ
と
つ
と
し
て
標
題
の
講
演
を
行
っ
た
。
こ
の
度
、

講
演
内
容
を
も
と
に
、
九
州
大
学
の
附
属
図
書
館
お
よ
び
統
合
新
領

域
学
府
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
の
具
体
的
取
り
組
み
と
将

来
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
展
開
ま
で
含
め
た
現
状
報
告
を

試
み
た
い
。

　

取
り
組
み
の
背
景

ま
ず
、九
州
大
学
附
属
図
書
館
の
将
来
構
想
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

１�　

大
学
図
書
館
基
準
（
昭
和
二
七
年
制
定
、
昭
和
五
七
年
改

定
）
が
示
す
大
学
図
書
館
の
機
能
を
第
一
の
目
標
と
す
る
。

即
ち
、
大
学
に
お
け
る
教
育
研
究
の
基
盤
施
設
と
し
て
、
学

術
情
報
を
収
集
・
組
織
化
・
保
管
し
、
こ
れ
を
利
用
者
の
研

究
・
教
育
・
学
習
の
た
め
の
利
用
要
求
に
対
し
効
果
的
に
提

供
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

　

２�　

電
子
化
資
料
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
を
第
二
の
目
標
と
す

る
。
即
ち
、
紙
媒
体
で
の
学
術
情
報
の
創
造
・
発
信
と
そ
の

世
界
規
模
で
の
共
有
と
い
う
新
た
な
機
能
を
充
実
し
、
さ
ら

に
昨
今
の
急
激
な
電
子
化
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
動
き
に
対

応
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保

す
る
と
い
う
情
報
配
信
機
能
の
整
備
を
図
る
。

　

３�　

九
州
大
学
の
新
し
い
機
能
と
組
織
に
対
応
し
た
大
学
図
書

館
を
構
築
・
運
営
し
、
大
学
改
革
と
活
力
あ
る
大
学
づ
く
り

に
積
極
的
に
寄
与
す
る
こ
と
を
第
三
の
目
標
と
す
る
。

　

以�
上
、「
九
州
大
学
附
属
図
書
館
将
来
構
想
」
一
頁
（
平
成
一

五
年
七
月
）
か
ら
抜
粋

第
一
の
長
期
目
標
・
理
念
は
言
わ
ず
も
が
な
で
あ
る
が
、
第
二
、

■
特
集
・
大
学
図
書
館
の
現
在
と
未
来



�

第
三
の
長
期
目
標
・
理
念
が
設
定
さ
れ
て
い
る
背
景
を
理
解
す
る
た

め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
情
報
通
信
技
術
の
発
達
に
伴
う
学
術
情

報
の
電
子
化
、
お
よ
び
大
学
院
重
点
化
（
九
州
大
学
で
は
平
成
一
二

年
）
と
国
立
大
学
の
法
人
化
（
平
成
一
六
年
）
を
挙
げ
て
お
く
。

ま
た
、
大
学
図
書
館
の
今
後
の
動
向
を
見
越
す
た
め
に
は
、
政
府

の
諮
問
機
関
に
お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
こ

こ
で
詳
細
を
述
べ
る
こ
と
は
控
え
る
が
、冒
頭
に
述
べ
た
講
演
で
は
、

科
学
技
術
・
学
術
審
議
会
の
学
術
分
科
会
（
研
究
環
境
基
盤
部
会
・

学
術
情
報
基
盤
作
業
部
会
）
に
よ
る
「
大
学
図
書
館
の
整
備
に
つ
い

て
（
審
議
の
ま
と
め
）―

変
革
す
る
大
学
に
あ
っ
て
求
め
ら
れ
る
大

学
図
書
館
像―

」（
平
成
二
二
年
一
二
月
）
か
ら
、「
大
学
図
書
館
に

求
め
ら
れ
る
機
能
・
役
割
」
お
よ
び
「
大
学
図
書
館
職
員
に
求
め
ら

れ
る
資
質
・
能
力
等
」
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
そ
の
後
の
議
論
に
つ

い
て
は
、「
学
術
情
報
の
国
際
発
信
・
流
通
力
強
化
に
向
け
た
基
盤

整
備
の
充
実
に
つ
い
て
」（
平
成
二
四
年
七
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
の
設
置
（http://w

w
w

.ifs.
kyushu-u.ac.jp/lss

）　　

九
州
大
学
は
、
人
類
・
社
会
が
抱
え
る

課
題
か
ら
科
学
を
捉
え
直
し
、
人
材
を
養
成
す
る
た
め
に
設
置
し
た

学
際
的
大
学
院
で
あ
る
統
合
新
領
域
学
府
に
、
平
成
二
三
年
四
月
に

「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
」
を
新
た
に
開
講
し
た
。
そ
の

背
景
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

問
題
解
決
の
た
め
に
、
収
集
さ
れ
た
情
報
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
創
造
さ
れ
た
知
は
、
記
録

さ
れ
、
継
承
、
利
用
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
知
が

創
造
さ
れ
る
。
こ
の
“
知
の

創
造
・
継
承
プ
ロ
セ
ス
”
に

お
け
る
情
報
の
管
理
と
提
供

は
、
こ
れ
を
司
る
「
ヒ
ト
」

と
「
場
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ

て
き
た
（
図
１
）。
し
か
し
、

現
在
で
は
急
速
な
情
報
化
社

会
の
進
展
に
よ
り
、
電
子
化

さ
れ
た
大
量
か
つ
流
動
的
な

情
報
が
氾
濫
し
た
た
め
、「
必

要
な
情
報
を
効
率
的
に
」、

「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
」
と

い
う
ユ
ー
ザ
ー
の
要
求
が
増
大
し
て
い
く
に
も
関
わ
ら
ず
、
最
適
な

情
報
を
評
価
・
選
別
し
提
供
を
行
う
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
電
子
媒

体
の
文
書
に
関
す
る
法
制
面
・
流
通
面
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
顕

著
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
情
報
の
管
理
と
提
供
の
現
場
で
は
、

ユ
ー
ザ
ー
の
知
的
活
動
を
支
え
、
情
報
の
管
理
と
提
供
に
あ
た
る
新

た
な
能
力
を
持
つ
人
材
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
人
材

養
成
が
絡
み
、
か
つ
高
度
で
複
雑
な
社
会
的
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
は
、
学
際
的
な
教
育
研
究
機
関
を
創
設
す
る
必
要
が
あ
る
。

九
州
大
学
は
、
教
育
研
究
に
対
す
る
社
会
の
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
応

図 １
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え
る
た
め
、
複
数
の
学
問
領
域
か
ら
集
ま
っ
た
教
員
が
連
携
し
て
教

育
研
究
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
独
自
の
学
府
・
研
究
院
制
度
を
採
用

し
て
い
る
。
一
方
、
学
内
で
情
報
の
管
理
・
提
供
を
担
う
「
ヒ
ト
」、

「
場
」
と
し
て
、
附
属
図
書
館
は
高
度
な
サ
ー
ビ
ス
機
能
や
電
子
リ

ソ
ー
ス
の
整
備
、
学
び
の
場
の
提
供
と
し
て
全
国
を
リ
ー
ド
し
て
お

り
、
そ
の
付
設
記
録
資
料
館
は
、
特
色
あ
る
史
資
料
を
系
統
的
に
収

集
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
学
文
書
館
は
、
大
学
史
料
の
組
織
的
集
中

的
な
保
存
、
管
理
お
よ
び
提
供
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
管

理
・
提
供
の
「
ヒ
ト
」
と
「
場
」
は
、
前
述
の
新
た
な
人
材
養
成
、

学
問
領
域
の
開
拓
の
場
と
し
て
利
用
可
能
で
あ
る
。

以
上
の
背
景
か
ら
、
ま
ず
、「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
」
と

い
う
新
た
な
学
問
領
域
を
次
の
よ
う
に
設
定
し
た
。「
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
サ
イ
エ
ン
ス
」
は
、
ユ
ー
ザ
ー
の
視
点
に
立
っ
た
情
報
の
管
理
と

提
供
を
確
保
し
、
同
時
に
「
知
の
創
造
と
継
承
」
を
支
え
る
新
た
な

「
場
」（
こ
れ
を
「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
と
呼
ぶ
）
を
科
学
す
る
も
の
で

あ
る
。
情
報
の
収
集
・
活
用
に
よ
り
創
造
さ
れ
た
知
は
、
記
録
さ
れ
、

継
承
さ
れ
て
こ
そ
、
新
た
な
知
の
創
造
へ
と
展
開
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
＝
図
書

館
と
い
う
固
定
観
念
を
超
え

て
、
図
書
文
献
資
料
、
文
書

記
録
資
料
（
ア
ー
カ
イ
ブ
ス

資
料
）
等
の
別
な
く
、
統
合

さ
れ
た
方
法
論
に
基
づ
き
、

情
報
管
理
・
提
供
の
新
し
い

ス
テ
ー
ジ
を
開
拓
す
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
こ
の
「
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
」
に
基
づ

く
人
材
養
成
と
し
て
以
下
三

項
目
を
設
定
し
た
（
図
２
）。

第
一
に
、
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー

ズ
と
知
の
創
造
・
継
承
プ
ロ

セ
ス
を
把
握
し
、
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
意
義
あ
る
情
報
の
管
理
・
提

供
を
行
う
人
材
で
あ
る
。
第
二
に
、
次
の
よ
う
な
ユ
ー
ザ
ー
の
多
様

図 2

ex.
Mail
Blog
Twitter
   :
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な
情
報
要
求
に
対
応
で
き
る
人
材
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
図
書
館
情

報
学
に
お
け
る
内
容
に
基
づ
く
情
報
の
体
系
化
と
、
記
録
管
理
学
で

の
生
成
・
利
用
の
文
脈
に
基
づ
く
情
報
の
体
系
化
を
統
合
的
に
活
用

し
た
い
と
い
う
要
求
、
情
報
科
学
的
手
法
に
よ
る
内
容
に
基
づ
き
情

報
を
組
織
化
し
た
い
と
い
う
要
求
、
そ
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
情
報
の
膨
大
さ
と
信
頼
性
を
考
慮
し
た
利
用
に
対
応
し
た
い
と
い

う
要
求
な
ど
で
あ
る
。
第
三
に
は
、
電
子
媒
体
に
記
録
さ
れ
た
情
報

を
法
制
面
や
流
通
制
度
面
で
適
切
に
対
処
で
き
る
専
門
職
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
の
理
念
と
目
的
と

し
て
以
下
五
項
目
を
掲
げ
、
開
講
し
た
。

　

１�　

ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
と
知
の
創
造
・
継
承
プ
ロ
セ
ス
を
把

握
す
る
た
め
の
理
論
や
技
能
に
関
す
る
教
育

　

２　

�

図
書
館
情
報
学
と
記
録
管
理
学
を
統
合
し
た
一
体
教
育

　

３�　

情
報
の
管
理
・
提
供
を
実
現
す
る
た
め
の
、
デ
ー
タ
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
含
む
情
報
通
信
技
術
の
教
育

　

４�　

電
子
媒
体
の
情
報
も
対
象
と
し
た
、
情
報
法
制
の
現
状
お

よ
び
そ
の
哲
学
に
関
す
る
教
育
と
流
通
制
度
に
関
す
る
教
育

　

５�　

こ
れ
か
ら
の
情
報
の
管
理
・
提
供
の
あ
り
方
、
知
の
創
造
・

継
承
活
動
を
支
え
る
「
場
」
の
新
た
な
機
能
な
ど
に
つ
い
て

探
求
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
教
育

そ
の
後
、
当
時
新
入
生
だ
っ
た
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻

修
士
課
程
は
、
今
春
一
期
生
が
卒
業
し
、
そ
れ
ぞ
れ
就
職
あ
る
い
は

平
成
二
五
年
に
開
講
し
た
同
博
士
課
程
に
進
学
し
て
い
る
。

教
材
開
発
セ
ン
タ
ー
の
設
置
（http://w

w
w

.icer.kyushu- u.ac.jp/

）

　

九
州
大
学
は
、
附

属
図
書
館
の
付
設�

施
設
と
し
て
、
平
成

二
三
年
四
月
に
「
教

材
開
発
セ
ン
タ
ー
」

を
新
た
に
設
置
し
た

（
図
３
）。
教
材
開
発

セ
ン
タ
ー
の
任
務

は
、
①
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
シ
ョ
ナ
ル
デ
ザ
イ

ン
に
基
づ
い
た
教
材
、
教
育
方
法
を
開
発
・
適
用
し
、
協
調
型
・
学

生
主
導
型
学
習
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
自
律
的
な
学
習
と
実
践
力
を

育
成
す
る
教
育
技
術
を
普
及
し
促
進
す
る
こ
と
、
②
双
方
向
型
三
次

元
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
や
ゲ
ー
ム
性
を
活
用
し
た
携
帯
端
末
や
デ
ジ
タ

ル
放
送
等
の
新
技
術
に
対
応
す
る
教
材
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
を
通
し

て
、
学
習
意
欲
を
高
め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成
技
法
や
作
成
効
率
を

高
め
る
作
成
ツ
ー
ル
を
提
供
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
③
Ｏ
Ｃ
Ｗ
、

Y
ou T

ube

な
ど
を
活
用
し
た
オ
ン
デ
マ
ン
ド
学
習
の
推
進
と
、
こ

れ
ら
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
再
利
用
の
た
め
の
著
作
権
処
理
シ
ス
テ
ム
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
を
図
る
こ
と
で
、
学
内
外
も
含
め
た
知
の
公
共
化
と

学
び
の
共
同
体
の
醸
成
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
後
、
兼
任
教
員
四
名
で
始
ま
っ
た
教
材
開
発
セ
ン
タ
ー
も
、

平
成
二
四
年
度
に
教
授
職
の
専
任
教
員
が
着
任
し
、
兼
任
教
員
や
テ

ク
ニ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
も
さ
ら
に
充
実
し
、
活
動
が
加
速
し
て
い
る
。

図 3



�　　九州大学における知の公共化の取り組み

九
州
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
（https://qir.kyushu- u.ac.jp/

）

九
州
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
は
、
学
内
で
生
産
さ
れ
た
知
的

生
産
物
を
電
子
的
に
保
存
し
公
開
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ

れ
た
。
文
献
投
稿
者
と
し
て
、
九
州
大
学
に
在
籍
す
る
、
ま
た
は
在

籍
し
た
こ
と
の
あ
る
教
員
及
び
大
学
院
生
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
研

究
成
果
の
イ
ン
パ
ク
ト
向
上
、
恒
久
的
保
存
、
社
会
貢
献
・
産
学
連

携
な
ど
が
効
果
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
コ
ン
テ
ン
ツ
は
メ
タ
デ

ー
タ
と
と
も
に
、
主
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
の
形
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
閲
覧
が
可

能
な
も
の
が
多
い
が
、
様
々
な
理
由
で
、
メ
タ
デ
ー
タ
の
み
閲
覧
可

能
と
し
、
詳
細
を
非
公
開
と
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
も
あ
る
。

九
州
大
学
附
属
図
書
館
と
し
て
は
、
九
州
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ

ト
リ
に
つ
い
て
、
出
版
社
と
競
合
し
た
り
、
従
来
の
出
版
モ
デ
ル
を

破
壊
し
た
り
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
連
携
す
る
こ

と
で
お
互
い
の
強
み
・
弱
み
を
補
い
あ
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。
具
体
例
と
し
て
は
、
絶
版
図
書
を
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
で
公

開
す
る
、
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
で
電
子
版
を
公
開
し
印
刷
版
を
大
学
出

版
会
か
ら
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
発
行
す
る
、
冊
子
を
大
学
出
版
会
で
、

機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
でW
eb

コ
ン
テ
ン
ツ
を
公
開
す
る
形
の
教
科
書

を
発
行
す
る
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
学
出
版
会
が
機
関
リ

ポ
ジ
ト
リ
で
公
開
す
る
資
料
の
選
択
、
エ
ン
バ
ー
ゴ
の
設
定
、
著
作

権
の
処
理
を
行
い
、
図
書
館
が
メ
タ
デ
ー
タ
の
付
与
と
電
子
フ
ァ
イ

ル
化
を
行
う
な
ど
の
連
携
体
制
も
考
え
ら
れ
る
。

　

お
わ
り
に

以
上
、
当
時
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
フ
ァ
イ
ル
か
ら
可
能
な
限

り
の
文
章
化
を
試
み
た
。
読
者
に
と
っ
て
幾
許
か
お
役
に
立
つ
こ
と

が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

最
後
に
、
こ
の
文
章
に
は
大
学
の
教
職
員
に
し
か
通
じ
な
い
用
語

が
相
当
に
交
じ
っ
て
お
り
、
こ
の
雑
誌
の
読
者
と
の
理
解
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
十
分
に
埋
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
は
思
え
な
い
。
そ
れ
こ
そ
、

読
み
解
く
た
め
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
検
索
を
強
い
て

し
ま
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
何
卒
ご
容
赦
願
い

た
い
。
ま
た
、
こ
の
原
稿
を
筆
者
に
依
頼
し
当
時
を
振
り
返
ら
せ
て

く
だ
さ
っ
た
、
大
学
出
版
部
協
会
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。



�

大
学
図
書
館
は
ど
こ
へ
ゆ
く
の
か
︱
︱
慶
應
義
塾
大
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
見
る
現
状
と
課
題

岡
本　

聖　
（
慶
應
義
塾
大
学
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

　

は
じ
め
に

　
「
慶
應
義
塾
大
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
中
期
計
画2012

－2015

」

は
、
初
代
「
中
期
計
画2006

－2010

」
を
引
き
継
ぐ
二
代
目
の
中

期
計
画
で
あ
る
（http://w

w
w
.lib.keio.ac.jp/jp/headquarter/

m
idrange_plan.htm

l

）。
大
学
図
書
館
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
が

激
し
さ
を
増
し
、
課
題
が
複
雑
多
岐
に
渡
る
状
況
の
中
で
、
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
「
使
命
」
を
明
確
に
意
識
し
、「
将
来
像
」
を
実
現

す
る
た
め
の
道
筋
と
し
て
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
両
中
期
計
画
の
内
容
を
紹
介
・
比
較
す
る
こ
と
で
、
近

接
過
去
と
未
来
の
大
学
図
書
館
の
状
況
を
主
に
予
算
・
決
算
と
コ
ス

ト
面
か
ら
見
て
み
た
い
と
思
う
。
な
お
こ
の
比
較
は
、
本
学
で
の
公

的
な
分
析
で
は
な
い
こ
と
を
お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
中
堅
図
書

館
員
に
よ
る
状
況
認
識
と
し
て
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。

　

中
期
計
画2006

−2010

　

Ａ
．
環
境
変
化
に
対
応
し
た
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
実
現

　

Ｂ
．
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員
の
資
質
向
上
と
組
織
の
再
編

　

Ｃ
．
施
設
の
整
備

　

Ｄ
．
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
経
営
面
に
お
け
る
改
革

初
代
中
期
計
画
は
四
本
の
柱
で
構
成
さ
れ
た
。
Ｂ
～
Ｄ
は
ひ
と
・

も
の
・
か
ね
で
あ
り
、
経
営
の
三
要
素
を
集
結
し
て
実
現
す
べ
き
図

書
館
サ
ー
ビ
ス
が
Ａ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
当
時
の
重
要
課
題
は
、

「
来
館
型
と
非
来
館
型
双
方
の
図
書
館
利
用
要
求
に
応
え
る
こ
と
が

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
基
盤
を
構
築
す
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
。
代
表
的
な

も
の
は
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
構
築
、
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
等
の
学
習

支
援
サ
ー
ビ
ス
、
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
、
次
期
図
書
館
シ
ス
テ
ム
導
入

な
ら
び
に
電
子
資
源
の
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
環
境
拡
充
な
ど
で
あ

る
。
利
用
者
の
要
望
と
し
て
顕
在
化
し
始
め
て
い
た
「
非
来
館
型
の

■
特
集
・
大
学
図
書
館
の
現
在
と
未
来



�　　大学図書館はどこへゆくのか

サ
ー
ビ
ス
」
の
拡
充
に
注

力
し
て
い
た
。
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
や
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル

等
の
電
子
資
源
の
有
用
性

が
、
契
約
主
体
で
あ
る
図

書
館
だ
け
で
な
く
利
用
者

に
も
浸
透
し
始
め
た
時
期

で
、
そ
れ
に
呼
応
し
て
電

子
資
源
の
契
約
・
購
入
が

急
速
に
高
ま
っ
て
い
た

（
図
１
）。
電
子
資
源
の
価

格
高
騰
化
問
題
は
す
で
に

深
刻
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ

で
も
ま
だ
非
来
館
サ
ー
ビ

ス
の
中
心
で
あ
る
電
子
資

源
拡
充
に
比
重
が
あ
っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
総
図

図１　�電子媒体資料（電子ジャーナル、電子ブック、データベース）の契約額

書
予
算
額
が
下
降
傾
向
に

あ
る
中
、
電
子
資
源
契
約

を
維
持
す
る
た
め
の
資
金

繰
り
に
傾
倒
し
て
い
た
時

期
で
も
あ
る
。
そ
の
資
金

繰
り
は
年
々
悪
化
し
て
い

た
が
、
冊
子
体
雑
誌
の
契

約
解
除
に
よ
っ
て
捻
出
し

た
予
算
に
よ
り
電
子
資
源

契
約
が
保
た
れ
て
い
た
。

そ
の
結
果
、
図
２
の
よ
う

に
二
〇
〇
三
年
度
を
境
に

冊
子
体
資
料
購
入
予
算
で

あ
る
図
書
支
出
が
急
速
に

下
落
し
始
め
、
二
〇
一
〇

年
度
に
は
電
子
資
源
購
入

予
算
で
あ
る
図
書
資
料
費

図２　資料購入決算額における図書支出・図書資料費の比率（全学）



�

が
図
書
支
出
を
逆
転
す
る
。
初
代
中
期
計
画
と
ほ
ぼ
期
間
を
同
一
に

す
る
こ
の
間
、
日
本
語
の
電
子
商
品
は
ほ
と
ん
ど
増
え
て
お
ら
ず
、

決
算
額
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
は
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
核
と
す
る

研
究
用
海
外
商
品
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
と
言
え
る
。

　

中
期
計
画2012

−2015

初
代
中
期
計
画
は
、
二
〇
〇
九
年
に
中
間
評
価
、
二
〇
一
一
年
に

最
終
評
価
が
出
さ
れ
、W

eb
に
て
公
開
し
て
い
る
（http://w
w
w
.

lib.keio.ac.jp/jp/headquarter/m
idrange_plan_old.htm

l

）。

そ
の
後
の
二
代
目
中
期
計
画
で
も
以
下
の
よ
う
に
柱
は
四
本
で
あ

る
。
結
果
的
に
初
代
の
Ａ
・
Ｃ
が
主
に
2
に
統
合
さ
れ
、
Ｂ
・
Ｄ
が

3
に
統
合
さ
れ
て
い
る
。
様
々
な
課
題
へ
の
対
応
計
画
が
あ
が
っ
て

お
り
、
本
来
各
計
画
は
相
関
関
係
が
あ
る
の
だ
が
、
今
回
は
紙
幅
の

都
合
も
あ
り
、
新
し
く
登
場
し
た
1
に
着
目
し
て
み
た
い
。

　

１
．「
紙
と
電
子
」
に
よ
る
利
用
環
境
の
構
築

　

�

教
育
・
研
究
・
医
療
を
支
え
る
「
紙
と
電
子
」
の
適
正
な
蔵
書

構
築
お
よ
び
確
実
な
利
用
環
境
と
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　

２
．「
個
性
の
尊
重
」
と
「
協
調
」
と
の
両
立 

　

�

キ
ャ
ン
パ
ス
の
多
様
性
お
よ
び
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
全
体
と
し

て
の
協
調
を
意
識
し
た
サ
ー
ビ
ス
・
運
用
の
最
適
化

　

３
． 

環
境
変
化
に
対
応
で
き
る
運
営
体
制
の
確
立 

　

図
書
館
経
営
の
強
化
お
よ
び
人
と
組
織
の
再
編
成 

　

４
． 

学
内
外
に
お
け
る
幅
広
い
貢
献 

　

�

教
育
・
研
究
・
医
療
活
動
に
則
し
た
支
援
と
学
内
外
に
お
け
る

知
の
生
産
と
応
用
へ
の
貢
献

　
「
紙
と
電
子
」
に
よ
る
利
用
環
境
の
構
築

「
紙
と
電
子
」
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
環
境
の
重
要
性
は
、
多
く
の
大

学
図
書
館
で
認
識
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
本
学
で
は
「
紙
と
電
子
」

の
構
築
方
針
の
見
直
し
が
具
体
項
目
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
。
ま
た

３
の
項
目
に
お
い
て
も
、
電
子
資
源
管
理
体
制
強
化
の
た
め
の
経
営

資
源
の
配
分
見
直
し
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
リ
ソ
ー
ス
を
電
子
資
源

に
向
け
る
内
容
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
大
き
な
変
化
で
あ
る
。
初

代
中
期
計
画
で
は
、
主
に
自
然
科
学
系
図
書
館
の
対
応
と
し
て
認
識

さ
れ
て
い
た
が
、
人
文
社
会
科
学
系
図
書
館
で
も
同
様
の
動
き
が
顕

著
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

�

１

−（
１
）「
紙
と
電
子
」
に
よ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
構
築
方
針
の

見
直
し 

　

�

電
子
資
源
に
か
か
る
コ
ス
ト
の
増
大
、
来
館
型
か
ら
非
来
館
型

へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
比
重
の
変
化
に
見
合
っ
た
、
紙
媒
体
資
料
の

収
集
保
存
基
準
お
よ
び
電
子
資
源
の
契
約
・
購
入
方
針
を
確
立

し
、
そ
の
基
準
・
方
針
に
沿
っ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
構
築
を
図
る
。

　
�

３

－（
４
）
電
子
資
源
管
理
体
制
の
強
化
に
向
け
た
経
営
資
源

配
分
の
見
直
し

　

�
運
営
コ
ス
ト
を
見
直
す
こ
と
で
電
子
資
源
の
管
理
・
運
営
体
制

を
強
化
し
、
非
来
館
型
利
用
の
動
向
に
適
し
た
サ
ー
ビ
ス
体
制

を
整
え
る
。

過
去
一
〇
年
間
の
電
子
資
源
の
支
払
割
合
の
増
加
、
利
用
指
標
と



�　　大学図書館はどこへゆくのか

な
る
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
の
増
加
、
洋
雑
誌
の
受
入
数
減
少
は
顕
著
で

あ
り
、
今
後
五
年
間
も
電
子
資
源
の
割
合
は
増
え
る
と
予
想
さ
れ
て

い
る
。
特
に
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
導
入
と
普
及
に
よ
っ
て
、
非
来
館

型
の
サ
ー
ビ
ス
は
一
層
充
実
し
た
が
、
複
雑
な
契
約
業
務
・
版
元
交

渉
、
支
払
調
整
、
ま
た
契
約
後
の
利
用
環
境
維
持
な
ど
多
大
な
コ
ス

ト
が
か
か
っ
て
お
り
、
目
下
の
課
題
で
あ
る
。

直
接
コ
ス
ト
と
し
て
の
図
書
予
算
の
確
保
と
見
直
し
も
中
期
計
画

の
下
支
え
と
な
る
行
動
計
画
に
あ
が
っ
て
い
る
。
学
習
・
研
究
に
不

可
欠
な
資
料
は
、
電
子
資
源
を
優
先
的
に
契
約
す
る
こ
と
や
、
選
書

方
法
の
見
直
し
に
よ
っ
て
、
従
来
の
「
い
ず
れ
役
に
立
つ
・
あ
ら
か

じ
め
準
備
し
て
お
く
選
書（Just in case
）」か
ら「
基
本
書
以
外
は
、

ニ
ー
ズ
や
要
求
に
応
じ
る
選
書
（Just in tim
e

）」
へ
の
シ
フ
ト
が

起
こ
り
つ
つ
あ
る
。
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
に
よ
り
、
貸
出
統

計
で
利
用
状
況
が
把
握
可
能
に
な
る
と
、
よ
く
利
用
さ
れ
る
資
料
よ

り
、
全
く
利
用
さ
れ
な
い
資
料
が
相
当
な
量
で
際
立
っ
て
く
る
。
若

干
思
い
切
っ
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
図
書
館
に
お
け
る
図
書
購
入
コ
ス

ト
は
書
籍
代
の
問
題
だ
け
で
は
な
い
側
面
が
あ
る
。
少
し
前
の
試
算

で
は
あ
る
が
、
受
入
・
支
払
・
書
誌
調
達
費
も
含
め
た
目
録
作
業
に

人
件
費
と
し
て
一
冊
あ
た
り
約
九
〇
〇
円
か
か
る
。
さ
ら
に
追
加
作

業
と
し
て
請
求
記
号
付
与
・
装
備
・
配
架
・
書
庫
管
理
等
が
必
要
で

あ
り
、
そ
こ
に
も
人
件
費
が
発
生
す
る
。
利
用
さ
れ
な
い
資
料
へ
の

追
加
コ
ス
ト
と
し
て
は
、
資
料
の
除
籍
が
あ
り
、
相
当
な
負
荷
が
か

か
る
。
ま
た
利
用
が
な
い
と
い
う
理
由
で
、
本
当
に
こ
の
資
料
を
処

分
し
て
し
ま
っ
て
い
い
の
か
と
悩
む
の
も
図
書
館
員
の
性
で
あ
り
、

学
内
の
所
蔵
状
況
を
調
査
す
る
な
ど
、
資
料
処
分
に
は
か
な
り
の
コ

ス
ト
が
か
か
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
す
る
反
省
と
打
開

の
意
味
も
あ
り
、
書
籍
代
の
領
域
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
、
網
羅
的
な

収
集
か
ら
選
択
的
な
収
集
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
。

ま
た
も
う
一
つ
重
要
な
視
点
は
、「
紙
と
電
子
」
で
語
ら
れ
て
い

る
「
紙
」
が
何
を
指
し
て
い
る
か
で
あ
る
。
過
去
五
年
間
の
「
紙
」

は
「
冊
子
体
雑
誌
」
で
あ
っ
た
が
、
急
速
な
冊
子
体
雑
誌
の
契
約
解

除
が
進
ん
だ
今
、
予
算
や
コ
ス
ト
面
で
電
子
と
の
対
比
で
語
ら
れ
る

「
紙
」
は
「
図
書
」
と
な
る
可
能
性
が
濃
厚
で
あ
る
。「
電
子
ジ
ャ
ー

ナ
ル
（
研
究
資
料
）
と
冊
子
体
雑
誌
（
研
究
資
料
）」
か
ら
「
電
子



10

ジ
ャ
ー
ナ
ル
（
研
究
資
料
）
と
図
書
（
研
究+

教
育
資
料
）」
の
構

図
に
変
化
す
る
。
図
書
に
か
か
る
予
算
・
人
的
コ
ス
ト
を
電
子
資
源

に
向
け
る
動
き
は
今
後
加
速
す
る
と
思
わ
れ
、
電
子
的
対
応
が
遅
れ

て
い
る
教
育
資
料
に
は
少
な
か
ら
ぬ
し
わ
寄
せ
が
出
る
こ
と
も
想
像

の
範
囲
に
入
っ
て
く
る
。

　

お
わ
り
に

電
子
資
源
維
持
コ
ス
ト
や
、
非
来
館
型
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
す
る
た

め
の
業
務
量
は
増
加
し
て
い
る
が
、本
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

過
去
一
〇
年
間
に
専
任
ス
タ
ッ
フ
数
が
一
〇
％
以
上
削
減
さ
れ
て
お

り
、
人
員
と
組
織
は
年
々
縮
小
し
て
い
る
。
専
任
ス
タ
ッ
フ
の
削
減

が
さ
ら
に
激
し
い
大
学
図
書
館
も
あ
る
が
、
業
務
の
増
加
状
況
か
ら

考
え
る
と
本
学
に
お
い
て
も
人
的
リ
ソ
ー
ス
に
つ
い
て
は
閉
塞
感
が

あ
る
。
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
を
図
る
た
め
に
は
、
専

任
ス
タ
ッ
フ
数
の
維
持
、
な
ら
び
に
資
質
の
向
上
は
必
要
不
可
欠
で

あ
る
が
、
か
な
り
以
前
か
ら
叫
ば
れ
て
い
る
フ
レ
ー
ズ
で
あ
り
、
個

人
レ
ベ
ル
・
業
務
グ
ル
ー
プ
レ
ベ
ル
で
飛
躍
的
に
図
書
館
を
発
展
さ

せ
る
こ
と
は
困
難
な
段
階
に
き
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ

う
。
全
体
的
な
最
適
化
に
向
け
て
リ
ソ
ー
ス
が
再
配
分
さ
れ
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
「
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
と
図
書
」
の
構
図
で
語
ら
れ
る
今
後
、

和
書
に
代
表
さ
れ
る
教
育
的
資
料
が
ど
れ
く
ら
い
影
響
を
受
け
る
の

か
と
い
う
問
題
が
危
惧
さ
れ
る
。
ま
ず
直
接
的
に
影
響
を
受
け
る
の

は
洋
書
で
あ
ろ
う
が
、
今
後
図
書
は
和
書
も
含
め
て
選
択
的
購
入
が

進
む
と
思
わ
れ
、
そ
こ
に
だ
け
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
あ
て
れ
ば
余
剰

資
金
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
資
金
は
ど
こ
に
流
れ
る
の

か
。
予
算
が
枯
渇
し
て
い
る
の
は
、
研
究
資
料
と
し
て
の
電
子
ジ
ャ

ー
ナ
ル
で
あ
り
、
日
本
語
コ
ン
テ
ン
ツ
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
な
が

ら
も
教
育
用
の
電
子
的
商
品
が
十
分
に
な
い
現
状
で
は
、
図
書
予
算

が
海
外
版
元
に
大
量
に
流
出
し
続
け
る
事
は
否
め
な
い
。
図
書
館
の

リ
ソ
ー
ス
投
下
が
研
究
を
支
え
る
情
報
シ
ス
テ
ム
と
コ
ン
テ
ン
ツ
に

さ
ら
に
シ
フ
ト
す
る
危
険
が
あ
る
。

学
問
分
野
に
お
い
て
程
度
の
差
は
あ
る
も
の
の
、
デ
ジ
タ
ル
学
術

情
報
流
通
に
お
け
る
研
究
資
料
の
中
心
は
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
あ
る

が
、
学
習
・
教
育
資
料
は
ま
だ
手
つ
か
ず
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

デ
ジ
タ
ル
学
術
情
報
環
境
下
に
お
け
る
良
質
な
教
育
的
資
源
の
安
定

供
給
は
大
学
に
お
け
る
近
接
未
来
の
要
で
あ
り
、
こ
れ
を
担
う
の
は

国
内
の
学
術
出
版
社
と
大
学
図
書
館
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

最
後
に
自
分
の
危
機
意
識
を
薄
め
な
い
た
め
に
誇
張
を
恐
れ
ず
言

え
ば
、
図
書
館
予
算
が
頭
打
ち
の
今
般
、
次
に
大
手
海
外
版
元
が
狙

っ
て
い
る
の
は
図
書
館
予
算
で
は
な
く
、
研
究
費
に
代
表
さ
れ
る
大

学
全
体
の
予
算
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
様
々
な
海
外
版
元
が

電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
契
約
モ
デ
ル
の
変
更
を
模
索
中
で
あ
る
と
聞

く
。Gold O

pen A
ccess

が
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
成
り
立
ち

つ
つ
あ
る
大
手
海
外
版
元
の
状
況
を
見
る
に
つ
け
、
図
書
館
予
算
か

ら
大
学
全
体
予
算
へ
の
侵
食
に
対
す
る
危
惧
感
も
持
ち
合
わ
せ
つ

つ
、
教
育
的
電
子
資
源
の
確
保
に
向
け
た
仕
組
み
を
近
接
未
来
の
う

ち
に
確
立
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
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大
学
図
書
館
と
二
一
世
紀
型
ス
キ
ル
︱
︱
武
庫
川
女
子
大
学
の
取
り
組
み

川
崎
安
子　
（
武
庫
川
女
子
大
学
附
属
図
書
館
）

　

は
じ
め
に

全
国
の
図
書
館
員
の
耳
目
を
集
め
た
佐
賀
県
武
雄
市
図
書
館
の
来

館
者
数
が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
後
一
ヵ
月
で
早
く
も
十
万
人

に
達
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
届
い
た
。
前
年
比
五
〇
〇
％
と
多
く

の
人
々
が
足
を
運
ん
だ
事
実
は
、
自
館
の
さ
ら
な
る
利
用
増
を
図
り

た
い
図
書
館
関
係
者
に
と
っ
て
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
一
報
だ

っ
た
。

昨
夏
訪
問
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
図
書
館
は
、
地

下
に
は
ボ
ー
リ
ン
グ
場
や
飲
食
店
、
屋
上
に
は
広
大
な
庭
園
が
広
が

っ
て
お
り
、
市
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
市
内
の
観
光
ル
ー

ト
の
名
所
に
も
な
っ
て
い
た
。
欧
州
で
も
最
初
期
に
日
本
学
科（
現
・

日
本
韓
国
学
科
）
が
設
置
さ
れ
、
図
書
館
の
中
に
は
日
本
か
ら
宮
大

工
を
呼
び
寄
せ
て
作
っ
た
茶
室
「
懐
庵
」
が
あ
る
。
茶
の
湯
の
授
業

や
、
日
波
交
流
の
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ
た
。
授
業

を
履
修
し
た
学
生
は
、最
後
に
は
見
事
に
茶
を
点
て
る
よ
う
に
な
る
。

館
内
の
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
は
ど
こ
も
満
席
で
、
静
寂
に
包
ま
れ
た
空
間

は
い
か
に
も
大
学
図
書
館
と
い
う
趣
で
居
心
地
が
よ
か
っ
た
。

近
年
、
国
内
の
大
学
図
書
館
で
は
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
と
称

さ
れ
る
場
の
設
置
が
ト
レ
ン
ド
に
な
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
ア
ク
テ

ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
展
開
す
る
た
め
の
場
所
と
し
て
、
図
書
館
を

再
整
備
す
る
大
学
が
増
え
て
い
る
の
だ
。

　
「
二
一
世
紀
型
ス
キ
ル
」
の
衝
撃

あ
る
記
事（
１
）を
読
ん
で
衝
撃
を
受
け
た
。
米
国
の
研
究
者
が
「
二
〇

一
一
年
度
に
ア
メ
リ
カ
の
小
学
校
に
入
学
し
た
子
ど
も
た
ち
の
六
五

％
は
、大
学
卒
業
時
に
今
は
存
在
し
て
い
な
い
職
業
に
就
く
だ
ろ
う
」

と
語
っ
た
と
い
う
の
だ
。
ま
た
、
今
ま
で
存
在
し
な
か
っ
た
職
業
に

就
く
た
め
に
、
ど
の
専
門
を
選
ぶ
の
が
有
利
か
を
大
学
生
が
考
え
始

め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
な
ど
「
転
移
可
能
な

■
特
集
・
大
学
図
書
館
の
現
在
と
未
来
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一
般
的
能
力
」
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
う
な

る
と
、
今
後
の
大
学
に
お
い
て
は
「
二
一
世
紀
型
ス
キ
ル
」（21st 

Century Skills

）
を
醸
成
す
る
学
習
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て

い
る
わ
け
だ
。

で
は
具
体
的
に
「
二
一
世
紀
型
ス
キ
ル
」
と
は
何
か
？　

二
〇
〇

三
年
頃
に
、
米
国
教
育
省
が
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
必
要
な
能
力
は
何

か
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
た
結
果
出
て
き
た
言
葉
だ（
２
）。

そ
の
後
二
〇

一
〇
年
に
、
国
際
団
体
で
あ
る
「
二
一
世
紀
型
ス
キ
ル
効
果
測
定
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（A

ssessm
ent &

 T
eaching of 21st Century 

Skills : A
T

C21s

）
が
、
二
一
世
紀
型
ス
キ
ル
で
必
要
な
能
力
を
規

定
し
、
以
下
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
な
る
十
個
の
ス
キ
ル
に
分
類

し
た（
３
）。

◎
思
考
の
方
法
（W

ays of T
hinking

）

　
（
一
）
創
造
性
と
革
新
性

　
（
二
）
批
評
的
思
考
、
問
題
解
決
、
意
思
決
定

　
（
三
）
学
習
能
力
、
メ
タ
認
知

◎
仕
事
の
方
法
（W

ays of W
orking

）

　
（
四
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
（
五
）
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
）

◎
仕
事
の
ツ
ー
ル
（T

ools for W
orking

）

　
（
六
）
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

　
（
七
）
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
リ
テ
ラ
シ
ー

◎
社
会
生
活
（Living in the W

orld

）

　
（
八
）
市
民
性
（
地
域
お
よ
び
地
球
規
模
）

　
（
九
）
生
活
と
職
業

　
（
十
）
個
人
的
責
任
お
よ
び
社
会
的
責
任
（
文
化
的
差
異
の
認

識
お
よ
び
受
容
能
力
を
含
む
）

こ
れ
ら
を
見
る
か
ぎ
り
、
今
ま
で
の
知
識
が
無
駄
に
な
る
わ
け
で

は
な
く
、
基
本
を
し
っ
か
り
と
修
得
し
た
上
で
自
律
的
に
学
び
、
多

様
な
考
え
に
触
れ
、
グ
ル
ー
プ
で
対
話
し
な
が
ら
働
き
、
働
く
道
具

と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
い
こ
な
し
、
よ
き
地
球
市
民
と
し
て
生
き
る
、

そ
ん
な
人
間
像
が
見
て
と
れ
る
。

筆
者
が
担
当
す
る
司
書
課
程
の
授
業
「
情
報
サ
ー
ビ
ス
演
習
」
で

は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ツ
ー
ル
の
内
容
お
よ
び
特
性
に
つ
い
て
理
解
し

た
上
で
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
実
践
的
な
ス
キ
ル
を
修
得
し
、
公
共
図
書

館
や
学
校
図
書
館
、
大
学
図
書
館
と
い
っ
た
館
種
に
応
じ
た
望
ま
し

い
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
述
べ
る
こ
と

が
で
き
る
、
と
い
う
到
達
目
標
を
設
定
し
て
い
る
。
情
報
検
索
の
実

務
的
な
演
習
も
徹
底
し
て
行
う
わ
け
だ
が
、
よ
り
高
次
な
信
頼
の
お

け
る
情
報
を
収
集
す
る
た
め
の
技
法
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
た
と
え

司
書
と
し
て
身
を
立
て
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
実
社
会
で

役
立
つ
情
報
活
用
能
力
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
伝
え
て
い
る
。

「
大
学
を
卒
業
し
ま
し
た
」
と
言
い
な
が
ら
、「CiN

ii

」
を
使
っ
た

こ
と
が
な
い
、
先
行
研
究
の
調
べ
方
を
知
ら
な
い
、
自
国
の
歴
史
文

化
に
つ
い
て
語
れ
な
い
、
国
際
社
会
で
の
出
来
事
に
関
心
が
な
い
、

と
い
っ
た
無
知
蒙
昧
が
ど
れ
だ
け
恥
ず
べ
き
こ
と
で
あ
る
か
。
そ
れ

を
学
生
個
々
人
の
感
性
に
訴
え
る
よ
う
に
噛
み
砕
い
て
伝
え
る
と
、

た
ち
ま
ち
彼
女
た
ち
の
表
情
は
真
剣
に
な
る
。
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こ
の
二
一
世
紀
型
ス
キ
ル
は
、
二
〇
一
五
年
の
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
調
査
か

ら
「
協
調
型
問
題
解
決
能
力
」
と
し
て
新
た
に
追
加
測
定
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た（
４
）。

し
か
も
、
す
べ
て
の
調
査
が
デ
ジ
タ
ル
で
行
わ
れ
る

予
定
だ
と
い
う
。
大
学
図
書
館
を
含
め
た
学
術
情
報
基
盤
の
整
備
充

実
が
喫
緊
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
読
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〝Lavy

の
扉
〟」
の
取
り
組
み

武
庫
川
女
子
大
学
は
学
生
数
約
一
万
名
、
女
子
大
学
と
し
て
は
国

内
で
最
大
の
総
合
大
学
だ
。
今
年
で
創
立
七
十
四
周
年
を
迎
え
る
。

二
〇
一
一
年
に
は
「
読
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〝Lavy

の
扉
〟」
を
発
足

さ
せ
た
。Lavy

と
い
う
の
は
、
本
学
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
黒
ウ
サ

ギ
だ
。
理
事
長
の
直
轄
事
業
と
し
て
学
生
部
、
教
務
部
、
法
人
室
、

情
報
シ
ス
テ
ム
室
、
広
報
室
、
附
属
中
高
部
と
協
働
し
た
部
署
横
断

型
の
全
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
っ
て
い
る
。
目
指
す
の
は
「
活
字
に

強
い
女
性
の
育
成
」
だ
。
本
を
読
む
と
い
う
経
験
を
通
じ
て
多
く
の

こ
と
を
学
び
、
そ
の
体
験
を
仲
間
と
共
有
す
る
こ
と
で
、
ま
た
新
た

な
扉
を
開
い
て
い
く
、
あ
た
か
も
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
が
ウ
サ
ギ

を
追
い
か
け
て
様
々
な
体
験
を
し
た
よ
う
に
、
読
書
か
ら
得
ら
れ
る

知
的
発
見
を
表
現
し
て
「
読ど
っ
か
つ活

」
と
命
名
し
た
。
就
活
・
婚
活
・
読

活
と
語
呂
も
よ
い
。
こ
れ
ま
で
に
、「
武
庫
女
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」

の
開
催
や
、
授
業
時
間
を
使
っ
た
「
女
流
人
気
作
家
を
読
む
」、「
現

代
女
性
作
家
コ
ー
ナ
ー
」
の
設
置
、「
貸
出
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
な

ど
の
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。
何
が
き
っ
か
け
に
な
る
か
わ
か
ら
な

い
の
で
、
多
種
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
創
出
し
て
い
る
。
そ
の
効
果

が
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
表
れ
て
き
た
。
こ
こ
数
年
入
館
者
数
の
減

少
に
頭
を
痛
め
て
い
た
の
が
よ
う
や
く
下
げ
止
ま
り
、
年
間
の
貸
出

冊
数
は
前
年
比
一
五
％
増
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。

他
方
、
読
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
評
価
指
標
と
し
て
、
全
学
生
を
対

象
に
し
た
「
読
書
に
関
わ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し
て
い
る
。

入
学
し
た
ば
か
り
の
一
年
生
が
、
四
年
後
の
卒
業
時
に
ど
う
変
化
し

て
い
る
か
を
見
る
た
め
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
学
生
の
読
書
傾
向
を
把
握

す
る
目
的
も
あ
る
た
め
、
毎
日
新
聞
社
が
毎
年
行
っ
て
い
る
「
読
書

世
論
調
査
」
を
参
考
に
設
問
し
て
い
る
。
初
回
の
調
査
結
果
は
、
全

国
平
均
値
と
概
ね
同
じ
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
ま
ず
、
読
書
習
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慣
の
有
無
の
二
極
化
が
激
し
い
。
好
ん
で
読
む
ジ
ャ
ン
ル
は
圧
倒
的

に
日
本
の
小
説
が
多
く
、
読
書
に
長
時
間
費
や
す
と
い
う
よ
り
は
浅

く
、
娯
楽
の
ひ
と
つ
と
し
て
捉
え
て
い
る
者
が
多
い
。
図
書
館
利
用

者
の
満
足
度
は
全
体
的
に
高
い
一
方
、
ほ
と
ん
ど
利
用
し
な
い
学
生

も
一
定
数
見
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
積
極
的
活
用
は
少
な
い
が
、
全
国

平
均
と
比
較
す
る
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
時
間
が
際
立
っ

て
長
い
こ
と
な
ど
が
特
徴
と
し
て
表
れ
て
い
た
。

本
を
よ
く
読
む
学
生
は
、
文
章
を
書
か
せ
て
も
話
を
さ
せ
て
も
上

手
い
。
こ
の
力
を
、
全
学
生
に
つ
け
さ
せ
る
の
が
大
学
図
書
館
の
使

命
だ
。

　

大
学
図
書
館
職
員
に
求
め
ら
れ
る
資
質
と
は
？

二
〇
一
〇
年
十
二
月
に
文
部
科
学
省
か
ら
「
大
学
図
書
館
の
整
備

に
つ
い
て
（
審
議
の
ま
と
め
）―

変
革
す
る
大
学
に
あ
っ
て
求
め
ら

れ
る
大
学
図
書
館
像―

」
が
公
開
さ
れ
、
図
書
館
員
に
よ
る
学
習
支

援
お
よ
び
教
育
活
動
へ
の
直
接
の
関
与
が
大
学
図
書
館
に
求
め
ら
れ

る
機
能
・
役
割
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
言
及
さ
れ
た
。
そ
し
て
、「
大

学
改
革
実
行
プ
ラ
ン
」（
二
〇
一
二
年
六
月
）
を
ふ
ま
え
た
、
中
央

教
育
審
議
会
の
「
新
た
な
未
来
を
築
く
た
め
の
大
学
教
育
の
質
的
転

換
に
向
け
て―

生
涯
学
び
続
け
、
主
体
的
に
考
え
る
力
を
育
成
す
る

大
学
へ―

（
答
申
）」（
二
〇
一
二
年
八
月
）
で
は
、
将
来
の
予
測
が

困
難
な
こ
の
時
代
に
、
我
々
大
学
人
が
な
す
べ
き
改
革
サ
イ
ク
ル
の

構
築
の
必
要
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
学
術
情
報
基
盤
作
業

部
会
か
ら
「
学
修
環
境
充
実
の
た
め
の
学
術
情
報
基
盤
の
整
備
に
つ

い
て
（
論
点
ペ
ー
パ
ー
）」（
二
〇
一
二
年
十
月
）
が
出
さ
れ
た
。
そ

れ
に
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
の
場
所
と
し
て
図
書

館
内
に
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
い
か
に
し
て

利
活
用
を
促
進
さ
せ
る
か
が
重
要
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
お
そ
ら

く
、
今
後
求
め
ら
れ
る
大
学
図
書
館
員
像
は
確
実
に
変
化
し
て
い
く

だ
ろ
う
。

武
庫
川
女
子
大
学
附
属
図
書
館
に
は
、
図
書
館
長
以
下
専
任
職
員

が
七
名
、
う
ち
司
書
が
六
名
、
そ
し
て
司
書
資
格
を
有
し
た
委
託
職

員
が
二
十
一
名
い
る
。
二
〇
〇
三
年
に
目
録
・
装
備
業
務
を
、
翌
年

か
ら
閲
覧
業
務
を
委
託
し
た
。
導
入
当
初
は
混
乱
が
見
ら
れ
た
が
、

八
年
目
を
迎
え
て
現
場
は
か
な
り
充
実
し
て
き
た
よ
う
に
思
え
る
。

昨
年
度
に
は
大
学
・
学
生
の
満
足
度
向
上
を
ね
ら
い
、
品
質
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
国
際
規
格
で
あ
るISO

9001

の
認
証
を
西
日

本
圏
で
は
じ
め
て
取
得
し
た
。

図
書
館
を
運
営
す
る
に
あ
た
り
、
大
学
の
教
育
理
念
や
教
育
目
標

の
実
現
を
目
指
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
わ
け
だ
が
、

現
場
を
支
え
る
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
は
不
可
欠
で
あ
る
。
ど
れ
だ
け
施

設
を
整
え
て
も
、
ス
タ
ッ
フ
が
成
長
し
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。

ISO
9001

で
は
、
数
百
に
お
よ
ぶ
ス
キ
ル
要
件
に
対
し
て
確
認
結
果

が
記
録
さ
れ
、
各
人
が
七
十
点
以
上
の
レ
ベ
ル
を
目
指
す
。
マ
ニ
ュ

ア
ル
だ
け
で
は
な
く
作
業
工
程
表
と
し
て
仕
事
の
や
り
方
が
文
書
化

さ
れ
る
の
で
、
新
人
の
早
期
育
成
や
技
術
伝
承
に
転
用
が
可
能
だ
。

業
務
の
流
れ
が
明
確
に
な
り
、
無
駄
の
発
見
と
ク
レ
ー
ム
の
原
因
が

見
え
て
く
る
。
お
の
ず
と
組
織
の
方
針
が
徹
底
さ
れ
、
ス
タ
ッ
フ
の



15　　大学図書館と21世紀型スキル

仕
事
に
対
す
る
役
割
分
担
と
力
量
が
明
確
に
な
り
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
醸
成
さ
れ
て
く
る
。
ひ
と
口
に
「
司
書
」
と
い
っ
て
も
多
様
な

専
門
性
が
あ
る
の
で
、
適
材
適
所
は
か
な
り
重
視
し
て
い
る
。
こ
の

取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
に
ス
ピ
ー
ド
と
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ

が
備
わ
っ
て
き
た
。
予
測
困
難
な
時
代
に
、
い
つ
ま
で
も
固
定
観
念

に
縛
ら
れ
立
ち
往
生
し
て
い
る
よ
う
で
は
、
有
為
な
学
生
を
育
て
る

こ
と
な
ど
で
き
る
わ
け
が
な
い
。
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
ス

タ
ッ
フ
の
育
成
に
、
今
後
も
継
続
し
て
注
力
し
た
い
。

　

ま
と
め
と
し
て

初
等
中
等
教
育
か
ら
高
等
教
育
ま
で
連
綿
と
続
く
「
学
び
」
は
、

何
も
大
学
を
卒
業
す
れ
ば
終
わ
り
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
嬉
し
い

こ
と
に
、
社
会
人
に
な
っ
て
も
母
校
の
図
書
館
へ
足
を
運
ん
で
く
れ

る
卒
業
生
が
大
勢
い
る
。
い
く
つ
に
な
っ
て
も
学
び
た
い
と
思
っ
た

と
き
が
成
長
の
始
ま
り
だ
。
終
生
学
び
続
け
る
こ
と
の
楽
し
さ
と
喜

び
を
感
じ
て
も
ら
え
る
、
図
書
館
へ
足
を
運
ぶ
と
元
気
に
な
れ
る
、

そ
ん
な
学
生
の
一
生
涯
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
図
書
館
づ
く
り
を
目
指

し
た
い
と
強
く
思
う
。

（
１�

）山
内
祐
平「
今
は
存
在
し
な
い
職
業
へ
の
準
備―

「
二
一
世
紀
型
ス
キ
ル
」

情
報
化
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
〝
新
し
い
職
業
〟
に
適
し
た
〝
新
し
い
教
育
〟」

（
オ
ン
ラ
イ
ン
）<http://pc.nikkeibp.co.jp/article/colum

n/20120508
/1048402/> （
参
照2013-05-19

）

（
２�

）
清
水
康
敬
「
二
一
世
紀
型
ス
キ
ル
と
教
育
の
情
報
化
」『
視
聴
覚
教
育
』
六

五
巻
一
号
（
二
〇
一
一
年
）

（
３�

）
野
間
俊
彦
「「
二
一
世
紀
型
ス
キ
ル
」
の
教
育
と
そ
の
課
題
」（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

<http://pc.nikkeibp.co.jp/article/colum
n/20120730/1057843/>

（
参

照2013-05-19

）

　

 �

※
原
文
は
「A

T
C21s

」
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
見
る
こ
と
が
可
能

<http://atc21s.org/>

（
参
照2013-05-19

）

（
４�

）
三
宅
な
ほ
み
「「
二
一
世
紀
型
ス
キ
ル
」
は
世
界
標
準
の
力
」（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

<http://w
w

w
.disc.co.jp/uploads/2012/03/2012.1.10m

iyakeshi_ 
jinzai.pdf>

（
参
照2013-05-19

）
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図
書
館
は
な
ぜ
“
支
援
”
す
る
か
︱
︱
日
本
の
図
書
館
を
と
り
ま
く
世
界

江
上
敏
哲　
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
図
書
館
）

　

デ
ジ
タ
ル
不
足
と
海
外
の
日
本
研
究

今
年
二
月
、
東
京
の
国
際
文
化
会
館
に
お
い
て
「
日
本
専
門
家
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

二
〇
一
三
・
専
門
家
会
議
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
海
外
の
日
本
専
門
家
（
日
本
研
究
を
専
門
と
す
る
研
究
者
・

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
等
）
や
そ
の
支
援
を
す
る
日
本
側
の
専
門
家
に
よ

る
会
議
で
す
。
北
米
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
中
国
な

ど
か
ら
専
門
家
が
集
ま
り
、
各
国
・
地
域
で
の
日
本
研
究
の
現
状
・

課
題
が
報
告
・
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
白
熱
し
た
の
が
、
日
本

語
図
書
・
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ま
な
い
、e-resource

へ
の
ア

ク
セ
ス
が
改
善
さ
れ
な
い
、
と
い
う
話
題
で
す
。

海
外
に
は
、
日
本
に
つ
い
て
専
門
に
研
究
す
る
研
究
者
や
、
日
本

と
関
わ
る
職
業
に
就
く
専
門
家
、
日
本
に
興
味
を
持
ち
大
学
な
ど
で

学
ぶ
学
生
な
ど
が
い
ま
す
。
彼
ら
／
彼
女
ら
が
日
本
に
関
す
る
研
究

成
果
そ
の
他
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
世
界
に
お
け

る
日
本
理
解
が
深
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
元
に
な
る
の
が
日
本

の
図
書
・
資
料
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
ア
ク
セ
ス
さ
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
日
本
情
報
で
す
。
国
を
越
え
て
の
日
本
資
料
・
情
報
へ
の

ア
ク
セ
ス
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
や
障
壁
が
伴
い
ま
す
。
従
来
型

の
紙
冊
子
や
資
料
現
物
の
探
索
・
入
手
は
、
そ
れ
な
り
に
時
間
・
金

銭
に
余
裕
の
あ
る
人
や
充
分
な
〝
日
本
リ
テ
ラ
シ
ー
”（
日
本
語
の

資
料
・
情
報
を
自
力
で
探
索
・
入
手
す
る
能
力
）
を
持
っ
た
一
部
の

専
門
家
で
な
け
れ
ば
難
し
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
敷
居
を
低
く
し
て
く

れ
る
の
が
、
短
時
間
で
容
易
に
検
索
・
入
手
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
化
・

オ
ン
ラ
イ
ン
化
さ
れ
た
資
料
・
情
報
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
海
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
求
め
ら
れ
て
い
る
日
本
製

e-resource
（
電
子
書
籍
・
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
）

が
、
深
刻
と
言
え
る
ほ
ど
不
足
し
て
い
る
、
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま

す
。図

は
、
北
米
に
あ
る
東
ア
ジ
ア
図
書
館
（
中
国
・
日
本
・
韓
国
各

■
特
集
・
大
学
図
書
館
の
現
在
と
未
来
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言
語
の
資
料
を
扱
う
図
書
館
）
の
図
書
・
電
子
書
籍
・
電
子
ジ
ャ
ー

ナ
ル
の
所
蔵
数
・
契
約
タ
イ
ト
ル
数
で
す
。
紙
の
図
書
に
比
べ
、
日

本
の
電
子
書
籍
・
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
タ
イ
ト
ル
数
が
中
国
語
・
韓

国
語
に
遠
く
及
ば
な
い
、
と
い
う
現
状
が
わ
か
り
ま
す
。

現
在
、
世
界
の
学
術
研
究
・
教
育
で
は
、
人
文
系
の
学
問
で
あ
っ

て
もe-resource
・
デ
ジ
タ
ル
環
境
の
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
電

子
書
籍
の
貸
出
・
閲
覧
は
当
然
の
こ
と
、
講
義
に
必
要
な
図
書
・
文

献
を
図
書
館
自
ら
が
“
自
炊
”
し
た
り
、
注
文
に
応
じ
て
Ｐ
Ｄ
Ｆ
を

メ
ー
ル
で
送
っ
た
り
も
し
ま
す
。
英
語
等
の
西
洋
言
語
に
限
ら
ず
、

図
の
よ
う
に
中
国
・
韓
国
のe-resource

整
備
も
順
調
で
す
。
数

量
だ
け
で
な
く
、
契
約
し
や
す
い
プ
ラ
ン
を
用
意
す
る
な
ど
、
中
国
・

韓
国
の
売
り
込
み
は
と
て
も
積
極
的
だ
そ
う
で
す
。

一
方
で
、
海
外
の
日
本
研
究
者
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
と
話
を
す
る

と
、
日
本
製e-resource

の
少
な
さ
を
嘆
か
れ
る
こ
と
が
た
び
た

び
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
日
本
側
が
海
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
に
消
極
的

で
“
売
っ
て
く
れ
な
い
”
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
。
想
定
外
の
契

約
に
対
応
で
き
な
い
、
コ
ス
ト
が
か
か
る
た
め
受
け
付
け
な
い
、
高

額
な
料
金
プ
ラ
ン
し
か
用
意
さ
れ
な
い
、
な
ど
で
す
。
裕
福
な
国
・

大
学
に
し
か
日
本
製e-resource

が
普
及
で
き
な
い
よ
う
で
は
、

世
界
の
日
本
理
解
は
深
ま
り
難
く
、
長
期
的
に
見
れ
ば
日
本
に
と
っ

て
も
マ
イ
ナ
ス
で
し
ょ
う
。
海
外
・
国
内
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
・
代

理
店
な
ど
に
よ
る
長
期
の
努
力
で
契
約
が
成
就
し
た
例
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
上
の
図
の
よ
う
に
、
欧
米
・
中
韓
等
と
の
デ
ジ
タ
ル

環
境
の
格
差
は
依
然
深
刻
な
ま
ま
で
す
。

し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
日
本
製e-resource

の
数
の
少
な
さ
・

不
便
さ
は
海
外
特
有
の
課
題
で
は
な
く
、
我
々
日
本
の
司
書
や
ユ
ー

ザ
こ
そ
が
日
々
痛
感
し
て
い
る
問
題
の
は
ず
で
す
。整
備
の
遅
れ
は
、

日
本
の
大
学
・
図
書
館
や
ユ
ー
ザ
が
要
望
・
主
張
の
声
を
切
実
に
あ

げ
て
い
な
い
こ
と
に
も
原
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

れ
は
海
外
の
ユ
ー
ザ
支
援
以
上
に
、
日
本
国
内
の
問
題
で
す
。
当
事

図書 電子書籍 電子ジャーナル

中　日　韓 中　日　韓 中　日　韓

9,286,632 97,469 269

171

69

1,244
11,703

5,568,202

1,328,615

図　北米・東アジア図書館での所蔵数（2010）

各グラフとも左から中国語・日本語・韓国語の順.（Council on East Asian Libraries Statistics. 
http://lib.ku.edu/ceal/stat/. （53館対象）から作成し‚　中国語を基準にサイズを揃えたもの.　た
だし,　数値の記載のないものは0としてカウントした.　またプリンストン大学は桁数の極端に
異なる数値が記載されていたため除いた.）
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者
で
あ
る
我
々
日
本
の
図
書
館
・
ユ
ー
ザ
こ
そ
が
積
極
的
に
働
き
か

け
る
べ
き
か
と
思
い
ま
す
。

　

資
料
・
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
た
め
に

こ
の
よ
う
な
支
援
・
働
き
か
け
が
必
要
な
の
は
、
何
もe-resource

や
デ
ジ
タ
ル
環
境
に
限
っ
た
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
冒
頭
の
会
議
で

は
、
資
料
へ
の
従
来
型
の
ア
ナ
ロ
グ
な
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
も
、
そ

の
不
便
さ
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
実
際
に
来
日
し
て
大
学

図
書
館
を
利
用
す
る
際
に
、「
紹
介
状
」
の
持
参
が
厳
し
く
求
め
ら

れ
る
。
図
書
の
貸
し
借
り
を
依
頼
し
た
く
て
も
、
ど
の
図
書
館
が
ど

ん
な
手
続
き
で
受
け
付
け
て
く
れ
る
の
か
が
わ
か
り
に
く
い
、
な
ど

の
不
満
の
声
で
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
我
々
日
本
の
図
書
館
が

そ
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
改
善
に
努
め
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

ア
ク
セ
ス
の
改
善
を
も
っ
て
支
援
す
べ
き
相
手
は
、
海
外
の
ユ
ー

ザ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。今
年
三
月
、『
カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
・

ポ
ー
タ
ル
』（
国
立
国
会
図
書
館
が
発
信
す
る
図
書
館
・
学
術
関
連

情
報
サ
イ
ト
）
に
「
若
手
研
究
者
問
題
と
大
学
図
書
館
界―
問
題

提
起
の
た
め
に
」（http://current.ndl.go.jp/ca1790

）
と
題
す

る
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
博
士
課
程
を
出
た
若
手
研
究
者
は
、

専
任
等
の
職
を
得
る
ま
で
一
時
的
に
大
学
の
所
属
か
ら
外
れ
て
し
ま

う
例
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
の
間
、
研
究
に
不
可
欠
な
大
学
図
書
館

の
資
料
・
サ
ー
ビ
ス
に
満
足
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、

と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
本
記
事
の
指
摘
は
若
手
研
究
者
が
中
心

で
し
た
が
、こ
の
問
題
は
大
学
に
所
属
し
な
い
専
門
家
（
専
門
機
関
・

官
公
庁
・
企
業
等
）
に
も
あ
て
は
ま
る
で
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
ど
の
大
学
・
図
書
館
も
人
員
・
予
算
は
厳
し
く
、
ま
た

規
則
等
の
制
限
や
運
営
方
針
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、大
学
・

図
書
館
が
資
料
・
学
術
資
源
を
持
ち
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
て
何
か
し

ら
の
成
果
を
産
み
出
し
た
い
と
い
う
ユ
ー
ザ
が
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

諸
々
の
現
実
を
踏
ま
え
た
上
で
な
お
、
改
善
に
努
め
応
え
よ
う
と
す

る
姿
勢
を
持
つ
べ
き
だ
と
、
私
は
考
え
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
そ

も
そ
も
大
学
・
図
書
館
は
何
の
た
め
に
学
生
・
研
究
者
、
あ
る
い
は

そ
の
他
の
人
び
と
に
対
し
て
“
支
援
”―

学
習
支
援
・
研
究
支
援

を
行
な
っ
て
い
る
の
か
、
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
“
支
援
”
と
は
何
か
、
何
の
た
め
か

再
度
、
海
外
か
ら
の
日
本
資
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
問
題
に
戻
り
ま

す
。日

本
資
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
求
め
る
の
は
、一
部
の
日
本
研
究
者
・

専
門
家
だ
け
に
限
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
数
の
面
で
は
、“
日
本
リ
テ

ラ
シ
ー
”
の
高
く
な
い
学
生
・
一
般
の
方
が
大
半
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

近
年
は
学
際
的
・
国
際
的
な
研
究
が
増
え
て
い
ま
す
。
特
定
の
ト
ピ

ッ
ク
、
例
え
ば
宗
教
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
貿
易
・
美
術
な
ど
を
テ
ー
マ

に
し
て
ア
ジ
ア
や
環
太
平
洋
地
域
全
体
を
扱
い
、
そ
の
中
で
日
本

“
も
”対
象
の
一
部
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
よ
う
な
他
地
域
・

他
分
野
を
専
門
と
す
る
研
究
者
は
、“
日
本
リ
テ
ラ
シ
ー
”
を
持
つ

こ
と
な
く
日
本
資
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

先
述
の
よ
う
に
欧
米
・
中
韓
の
豊
富
なe-resource

を
横
断
的
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に
使
っ
て
い
る
中
で
、
日
本
資
料
を
扱
お
う
と
し
た
途
端
ア
ク
セ
ス

で
き
な
く
な
る
。
そ
う
な
っ
た
と
き
に
、“
日
本
リ
テ
ラ
シ
ー
”
の

な
い
専
門
外
の
研
究
者
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
理
解
を
支
え
る
若
い
学

生
に
、
自
ら
デ
ジ
タ
ル
格
差
を
乗
り
越
え
て
自
力
で
資
料
に
ア
ク
セ

ス
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
の
は
、
厳
し
い
で
し
ょ
う
。

昨
今
、
日
本
研
究
や
日
本
語
教
育
の
縮
小
・
統
廃
合
な
ど
、
欧
米

に
お
け
る
日
本
研
究
の
退
潮
傾
向
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
背
景
に

は
日
本
の
経
済
的
低
迷
や
存
在
感
の
低
下
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
中
国

を
は
じ
め
、
ア
ジ
ア
・
中
東
ほ
か
世
界
各
国
の
台
頭
・
発
展
に
押
さ

れ
気
味
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
“
日
本
を
研
究
す
る
こ
と
”
自
体
が

低
く
評
価
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
事
態
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

傾
向
と
、
日
本
資
料
・
日
本
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
障
壁
と
は
決
し

て
無
関
係
で
は
な
い
、
と
私
は
考
え
ま
す
。

ア
ク
セ
ス
さ
れ
な
い
日
本
。
そ
れ
は
「
ニ
ー
ズ
が
な
い
か
ら
、
ア

ク
セ
ス
さ
れ
な
い
」
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
「
ア
ク
セ
ス
す

る
余
地
が
な
い
と
こ
ろ
に
、
ニ
ー
ズ
は
う
ま
れ
な
い
」
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ニ
ー
ズ
が
う
ま
れ
な
け
れ
ば
、
そ
の
不
利
益
は
日
本

自
身
に
か
え
っ
て
き
ま
す
。
日
本
は
も
は
や
、
黙
っ
て
い
て
も
自
力

で
ア
ク
セ
ス
し
て
も
ら
え
る
ほ
ど
の
存
在
感
を
世
界
に
示
せ
て
い
る

と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
求
め
ら
れ
な
く
て
も
売
り
込
ん

で
い
く
か
、
少
な
く
と
も
目
に
見
え
る
と
こ
ろ
＝
情
報
の
メ
イ
ン
ス

ト
リ
ー
ム
に
自
ら
つ
な
が
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
「
海
外
か
ら
の
日
本
資
料
へ
の
ア
ク
セ
ス

支
援
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
と
き
、“
支
援
”
と
は
た
だ
相
手
の

た
め
、
誰
か
を
助
け
る
た
め
だ
け
に
行
な
う
の
で
は
な
い
、
と
言
え

ま
す
。“
支
援
”
を
行
な
う
の
は
、
最
終
的
に
は
自
分
自
身
の
た
め

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

図
書
館
が
つ
な
ぐ
世
界
、
つ
く
る
未
来

「
自
分
自
身
の
た
め
」
と
言
う
と
、
何
か
具
体
的
な
利
益
に
直
結

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
自
分
を
含
め
た
こ
の
社
会
の
た
め
」
と
言
っ
た
ほ
う
が
よ
い
で
し

ょ
う
か
。
我
々
の
社
会
や
世
界
・
人
類
が
こ
う
で
あ
っ
て
ほ
し
い
、

こ
う
変
わ
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
、
自
分
が
望
む
未
来
の
実
現
に
向
け

て
、
相
手
を
支
援
す
る
、
必
要
な
も
の
を
整
備
し
て
い
く
。

中
で
も
我
々
、
私
の
場
合
で
は
大
学
・
研
究
図
書
館
と
そ
の
業
界

に
属
す
る
司
書
と
し
て
行
な
う
べ
き
支
援
は
何
か
。
資
料
・
情
報
、

文
化
資
源
・
学
術
資
源
と
呼
ば
れ
る
も
の
を
確
保
し
、
必
要
と
す
る

人
に
必
要
と
さ
れ
る
資
料
・
情
報
を
つ
な
げ
る
、
効
率
的
・
効
果
的

な
ア
ク
セ
ス
を
可
能
に
す
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
支
援

を
行
な
う
の
は
何
故
か
。
我
々
の
社
会
が
何
か
し
ら
の
未
来
を
つ
く

ろ
う
と
す
る
際
に
、
人
が
こ
れ
ま
で
に
産
み
出
し
た
知
恵
・
思
想
や

見
出
し
た
知
識
を
、
可
能
な
限
り
共
有
し
、
そ
れ
ら
を
堅
実
に
踏
ま

え
る
こ
と
で
、
次
の
一
歩
を
選
び
、
踏
み
出
す
。
そ
う
い
う
世
界
で

あ
っ
て
ほ
し
い
、
そ
う
い
う
姿
勢
を
も
っ
て
未
来
を
つ
く
る
人
類
で

あ
っ
て
ほ
し
い
。
司
書
と
し
て
、
少
な
く
と
も
私
は
、
そ
の
よ
う
な

願
い
の
も
と
に
学
習
支
援
・
研
究
支
援
と
い
う
も
の
を
職
業
と
し
て

行
な
っ
て
い
ま
す
。
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自
分
が
望
む
未
来
の
た
め
の
支
援
は
、
大
学
・
図
書
館
に
限
ら
ず
、

公
的
機
関
か
民
間
か
学
術
教
育
か
他
業
種
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の

社
会
・
世
界
に
属
す
る
者
に
と
っ
て
も
同
様
で
し
ょ
う
。
先
日
あ
る

空
港
で
見
た
、
航
空
関
連
業
者
の
ポ
ス
タ
ー
に
「
自
分
た
ち
の
役
目

は
世
界
か
ら
〝
行
け
な
い
場
所
〟
を
な
く
す
こ
と
だ
」
と
い
う
趣
旨

の
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
が
、
想
い
は
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

e-resource

や
研
究
の
デ
ジ
タ
ル
環
境
整
備
が
い
ま
必
要
だ
と
い

う
の
も
、
そ
れ
が
決
し
て
“
最
新
”
で
“
イ
マ
ド
キ
”
だ
か
ら
で
は

な
く
、
人
と
資
料
・
情
報
を
つ
な
げ
る
の
に
有
効
だ
か
ら
で
す
。
資

料
や
環
境
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
研
究
・
学
習
の
あ
り
方
や
ユ
ー
ザ
の

ニ
ー
ズ
を
大
き
く
変
え
て
い
き
ま
す
。
当
然
、
図
書
館
の
支
援
の
あ

り
方
や
矛
先
も
変
わ
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
単
に
目
の
前
の

ユ
ー
ザ
や
資
料
の
変
化
に
右
往
左
往
す
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、

世
界
全
体
を
広
く
見
通
し
、
ユ
ー
ザ
と
資
料―

知
恵
・
知
識
・
情
報

と
の
位
置
関
係
を
見
極
め
た
上
で
、
ど
こ
に
何
が
必
要
か
、
つ
な
げ

て
い
け
ば
い
い
の
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は
自
ら
情
報
編
纂
・
情
報
発

信
し
て
い
く
べ
き
か
を
、
柔
軟
に
判
断
し
て
い
く
。
そ
れ
が
専
門
家

と
し
て
の
責
務
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

逆
に
言
え
ば
、
有
効
に
つ
な
が
ら
な
い
か
た
ち
で
のe-resource

や
デ
ジ
タ
ル
環
境
、
情
報
発
信
の
あ
り
方
は
、
意
味
を
持
ち
ま
せ
ん
。

紙
に
し
ろ
デ
ジ
タ
ル
に
し
ろ
、
資
料
・
情
報
を
提
供
す
る
側
が
自
身

の
都
合
や
思
い
込
み
の
み
に
し
た
が
っ
て
一
方
的
に
流
し
て
い
く
だ

け
で
、
受
け
取
る
側
の
ニ
ー
ズ
や
事
情
を
斟
酌
し
て
い
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
両
者
が
つ
な
が
ら
な
い
、“
ひ
き
こ
も
り
型
”
の
情
報
発
信

で
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
海
外
の
専
門
家

か
ら
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
古
典
籍
画
像
が
ネ
ッ
ト
に
散
在
し
て
い

て
探
せ
な
い
、
ニ
ー
ズ
の
有
無
を
無
視
し
て
手
近
な
論
文
か
ら
オ
ー

プ
ン
ア
ク
セ
ス
化
さ
れ
て
い
る
、
な
ど
の
指
摘
も
聞
か
れ
ま
す
。
支

援
や
情
報
発
信
は
、
そ
う
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
／
い
な
い

か
ら
、
自
分
が
一
方
的
に
そ
う
し
た
い
か
ら
、
と
い
う
問
題
で
は
な

い
は
ず
で
す
。
不
特
定
多
数
の
人
に
周
知
さ
せ
た
い
資
料
・
情
報
で

あ
れ
ば
、
多
く
の
ユ
ー
ザ
が
目
に
す
る
で
あ
ろ
う
情
報
の
メ
イ
ン
ス

ト
リ
ー
ム
上
に
そ
れ
を
つ
な
げ
る
。
特
定
の
ニ
ー
ズ
や
条
件
を
持
っ

た
人
に
つ
な
げ
た
い
資
料
・
情
報
な
ら
、
そ
の
ユ
ー
ザ
の
現
状
や
環

境
を
個
別
に
理
解
し
て
、
そ
こ
か
ら
逆
算
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
つ

な
げ
よ
う
と
す
る
ユ
ー
ザ
と
資
料
・
情
報
、
そ
れ
ら
を
と
り
ま
く
世

界
を
理
解
す
る
た
め
の
努
力
が
、常
に
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

以
上
、
主
に
図
書
館
で
司
書
と
し
て
務
め
る
者
の
視
点
か
ら
私
見

を
述
べ
ま
し
た
が
、
本
稿
は
大
学
出
版
に
関
係
す
る
方
が
多
く
目
に

す
る
場
所
に
掲
載
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
本
稿
の
「
図
書
館
」

の
部
分
を
適
宜
「
出
版
界
」
等
に
置
き
換
え
て
読
み
返
し
て
い
た
だ

い
て
も
、
私
見
に
さ
ほ
ど
変
わ
り
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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●
大
学
出
版
部
協
会
の
新
体
制
が
発
足

�　

二
〇
一
三
年
度
定
時
社
員
総
会
が
五
月
三
十

一
日
神
田
・
学
士
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
二
〇

一
二
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
及
び
二
〇
一

三
年
度
事
業
計
画
・
予
算
承
認
な
ど
の
ほ
か
、

理
事
・
監
事
ら
の
交
替
役
員
も
選
任
さ
れ
た
。

　

理
事
長
は
、
山
口
雅
己
氏
の
退
任
を
受
け
、

新
理
事
長
に
黒
田
拓
也
氏（
東
京
大
学
出
版
会
）

が
選
任
さ
れ
た
。
退
任
し
た
三
浦
義
博
事
務
局

長
の
後
任
は
笹
岡
五
郎
氏（
専
修
大
学
出
版
局
）

が
就
任
、
他
に
監
事
な
ど
も
入
れ
代
り
、
フ
レ

ッ
シ
ュ
な
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

●�

創
立
五
十
周
年
記
念
「
講
演
会
」、「
感
謝
の

会
」
開
催

�　

総
会
終
了
後
、
一
九
六
三
年
六
月
に
設
立
さ

れ
た
当
協
会
の
五
十
周
年
を
祝
賀
し
て
、
記
念

講
演
会
（
講
師
は
名
古
屋
外
国
語
大
学
長
・
前

東
京
外
国
語
大
学
長　

亀
山
郁
夫
先
生
）「
知

と
生
命
の
大
地
を
耕
す
─
大
学
出
版
会
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
《
教
養
》
の
未
来
」
が
催
さ
れ
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
屹
立
す
る
深
刻
な
壁
、
音

楽
・
メ
デ
ィ
ア
・
本
と
い
う
希
望
、
教
養
教
育

の
課
題
な
ど
、
大
学
出
版
会
を
自
ら
立
ち
上
げ

た
亀
山
先
生
の
縦
横
に
広
が
る
話
題
が
満
場
を

大
学
出
版
部
ニ
ュ
ー
ス

魅
了
し
た
。
午
後
六
時
か
ら
は
二
百
名
近
い
招

待
者
、
協
会
Ｏ
Ｂ
・
関
係
者
な
ど
が
参
会
し
て

「
感
謝
の
会
」
が
始
ま
っ
た
。
新
旧
理
事
長
挨

拶
の
あ
と
、
日
本
書
籍
出
版
協
会
理
事
長
相
賀

昌
弘
氏
と
紀
伊
國
屋
書
店
社
長
高
井
昌
史
氏
か

ら
祝
辞
を
賜
り
、
宴
が
進
ん
だ
。

�　

八
大
学
出
版
会
と
二
学
術
団
体
か
ら
出
発

し
、
三
二
大
学
出
版
会
を
擁
す
る
一
般
社
団
法

人
へ
成
長
し
た
協
会
の
五
十
周
年
の
節
目
に
、

感
慨
溢
れ
る
も
の
が
あ
り
、
賑
や
か
な
ひ
と
時

が
過
ぎ
た
。
中
締
め
の
挨
拶
で
は
、
協
会
が
新

た
な
五
十
年
を
踏
み
だ
す
の
だ
と
の
発
言
も
あ

っ
て
、
気
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
っ
た
。

●�

創
立
五
十
周
年
記
念「
連
続
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

始
ま
る

�　
「
新
し
い
社
会
を
拓
く
大
学
の
力
」
と
銘
打

っ
た
全
４
回
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
第
一

回
（
六
月
一
五
日
）「
領
土
と
い
う
病
─
危
機

の
な
か
の
日
本
」。
第
二
回（
七
月
二
七
日
）「
知

を
磨
く
西
洋
古
典
」。
第
三
回
（
九
月
二
八
日
）

「
防
災
と
復
興
の
知
─
三
・
一
一
以
後
を
生
き

る
」。
第
四
回
（
一
〇
月
二
六
日
）「
心
の
多
様

性
─
脳
は
世
界
を
い
か
に
捉
え
て
い
る
か
」
会

場
は
何
れ
も
品
川
・
京
都
大
学
東
京
オ
フ
ィ
ス
。

北
海
道
大
学
出
版
会

▼
押
野
武
志
・
諸
岡
卓
真
編
著
『
日
本
探
偵
小

説
を
読
む―

偏
光
と
挑
発
の
ミ
ス
テ
リ
史
』（
四

六
判
・
二
五
二
〇
円
）江
戸
川
乱
歩
を
は
じ
め
、

松
本
清
張
、
京
極
夏
彦
な
ど
、
各
時
代
を
代
表

す
る
作
家
の
作
品
を
縦
横
無
尽
に
読
み
解
く
。

▼
櫻
井
義
秀
・
大
畑
昇
編
著
『
大
学
の
カ
ル
ト

対
策
』（
四
六
判
・
二
五
二
〇
円
）
カ
ル
ト
勧
誘

の
実
態
を
紹
介
し
、
被
害
学
生
へ
の
支
援
、
カ

ル
ト
対
策
の
社
会
的
・
法
的
根
拠
を
論
ず
る
。

▼
森
下
嘉
之
著
『
近
代
チ
ェ
コ
住
宅
社
会
史―

新
国
家
の
形
成
と
社
会
構
想
』（
Ａ
５
判
・
七

五
六
〇
円
）
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
形
成
と

社
会
変
容
を
住
宅
問
題
を
通
し
て
考
察
す
る
。

▼
玄
武
岩
著
『
コ
リ
ア
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク―

メ
デ
ィ
ア
・
移
動
の
歴
史
と
空
間
』（
Ａ
５
判
・

六
八
二
五
円
）
コ
リ
ア
ン
の
移
動
と
定
住
、
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
諸
相
を
あ
ぶ
り
だ
す
。

▼
徳
永
昌
弘
著
『
20
世
紀
ロ
シ
ア
の
開
発
と
環

境―

「
バ
イ
カ
ル
問
題
」
の
政
治
経
済
学
的
分

析
』（
Ａ
５
判
・
六
三
〇
〇
円
）
公
害
・
環
境

問
題
の
動
態
を
理
論
的
・
実
証
的
に
解
明
。

▼
加
藤
重
広
著
『
日
本
語
統
語
特
性
論
』（
Ａ

５
判
・
六
三
〇
〇
円
）
日
本
語
の
統
語
的
な
特

性
を
言
語
類
型
論
・
通
言
語
学
か
ら
分
析
。〈
北

海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
叢
書
22
〉
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弘
前
大
学
出
版
会

▼
『
太
宰
治
自
筆
ノ
ー
ト
複
製
セ
ッ
ト
』
弘
前

大
学
附
属
図
書
館
編
（
Ａ
５
変
型
判
・
英
語
一

六
八
頁
、
修
身
一
二
八
頁
、
解
説
八
頁
・
定
価

一
二
六
〇
〇
円
）
太
宰
お
よ
び
太
宰
文
学
の
原

点
を
知
る
資
料
。「
英
語
」「
修
身
」
の
ノ
ー
ト

複
製
と
附
属
図
書
館
長
に
よ
る
解
説
の
セ
ッ

ト
。
な
お
、
取
扱
い
は
弘
前
大
学
生
協
の
み
。

▼
『
太
宰
へ
の
ま
な
ざ
し―

文
学
・
語
学
・
教

育―

』
弘
前
大
学
教
育
学
部
国
語
講
座
編
（
四

六
判
・
二
八
一
頁
・
定
価
一
六
八
〇
円
）
太
宰

の
文
学
に
対
し
、
国
語
講
座
に
所
属
す
る
教
員

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
の
立
場
か
ら
検
討
を
行

っ
た
論
集
で
あ
る
。

▼
『
日
英
対
訳
津
軽
の
藍　

T
sugaru 

Indigo

』
北
原
晴
男
監
修
（
Ａ
５
判
・
一
五

九
頁
・
定
価
一
八
九
〇
円
）「
藍
と
藍
染
」「
津

軽
藍
の
歴
史
」
の
二
部
構
成
で
、
藍
染
だ
け
で

は
な
い
、
藍
の
持
つ
多
様
な
世
界
を
語
る
。

東
北
大
学
出
版
会

▼
叢
書　

今
を
生
き
る　

東
日
本
大
震
災
か
ら

明
日
へ
！　

復
興
と
再
生
へ
の
提
言
『
１　

人

間
と
し
て
』『
２　

教
育
と
文
化
』『
３　

法
と

経
済
』『
４　

医
療
と
福
祉
』『
５　

自
然
と
科

学
』（
全
五
巻
・
Ａ
５
判
・
各
二
一
〇
〇
円
）

▼
『
数
学
の
苦
手
な
人
が
書
い
た
寄
り
道
統
計

学―

不
確
実
な
世
界
を
生
き
る
知
恵―

』
鈴
木

宏
哉
・
小
林
敬
子
著（
四
六
判
・
二
三
一
〇
円
）

▼
『
弓
聖　

阿
波
研
造
』
池
沢
幹
彦
著
（
四
六

判
・
二
六
二
五
円
）

▼
『
酵
素
資
源
余
話　

酵
素
の
お
も
し
ろ
さ
を

尋
ね
て
』
一
島
英
治
著
（
四
六
判
・
一
五
七
五

円
）

●
東
北
大
学
出
版
会
若
手
研
究
者
出
版
助
成
採

択
作
品

▼『
鉄
の
科
学
史―

科
学
と
産
業
の
あ
ゆ
み―

』

初
山
高
仁
著
（
Ａ
５
判
・
三
一
五
〇
円
）

▼
『
タ
ジ
ク
語
文
法
便
覧
』
井
土
愼
二
著
（
Ａ

５
判
・
二
一
〇
〇
円
）

▼
『
子
ど
も
の
暮
ら
す
施
設
の
環
境―

こ
れ
か

ら
の
児
童
養
護
の
か
た
ち―
』
石
垣
文
著
（
Ａ

５
判
・
三
一
五
〇
円
）

▼
『
贈
答
の
近
代―

人
類
学
か
ら
み
た
贈
与
交

換
と
日
本
社
会―

』
山
口
睦
著
（
Ａ
５
判
・
三

六
七
五
円
）

流
通
経
済
大
学
出
版
会

▼
中
山
秀
登
著
『
民
法
の
流
れ
図―

総
則―

』

（
Ｂ
５
判
・
一
六
〇
頁
・
一
八
〇
六
円
）

　

市
民
の
、
民
法
へ
の
感
覚
は
、
つ
ぎ
の
よ
う

な
も
の
だ
ろ
う
。
民
法
は
、む
ず
か
し
く
退
屈
。

条
文
が
分
か
り
に
く
い
。
民
法
全
体
の
構
成
が

つ
か
み
に
く
い
。
本
書
は
、
以
上
の
市
民
の
感

覚
を
、
す
べ
て
洗
い
流
す
。

　

民
法
の
全
体
と
部
分
を
、
高
校
数
学
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
で
習
う
、
流
れ
図
を
も
ち
い
て
、

解
説
。
さ
ら
に
、
適
宜
、
注
を
つ
け
て
、
図
解
。

図
解
は
、著
者
の
造
語
に
い
う
「
時
の
流
れ
図
」

を
多
用
し
た
。「
時
の
流
れ
図
」
で
は
、
左
か

ら
右
へ
、
⇒
を
も
ち
い
て
、
時
の
流
れ
を
表
し

た
。
権
利
・
義
務
の
主
体
＝
人
を
○
、
権
利
・

義
務
の
客
体
＝
物
・
事
を
□
、
権
利
の
主
体
と

客
体
を
む
す
ぶ
の
が
実
線
、
義
務
の
主
体
と
客

体
を
む
す
ぶ
の
が
点
線
と
し
た
。
登
記
・
引
渡

な
ど
の
対
抗
要
件
を
▽
で
表
し
た
。「
時
の
流

れ
図
」
は
、
マ
ン
ガ
あ
る
い
は
プ
ロ
野
球
ニ
ュ

ー
ス
を
見
る
感
覚
で
読
め
る
だ
ろ
う
。

　

本
書
は
、
沼
正
也
博
士
の
、
民
法
は
誰
に
で

も
分
か
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と

い
う
教
え
を
実
践
し
た
。
冒
頭
の
論
文
「
民
法

に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
の
な
か
で
、
民
法
に
つ

い
て
の
著
者
の
学
び
の
歴
史
を
述
べ
た
。
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聖
徳
大
学
出
版
会

▼
川
並
知
子
・
広
瀬
知
里
共
著
『
子
ど
も
と
保

育
者
の
た
め
の
お
り
が
み
ア
イ
デ
ィ
ア
』（
Ｂ

５
判
・
一
二
八
頁
・
一
五
七
五
円
）
幼
児
が
無

理
な
く
折
り
紙
遊
び
を
楽
し
め
る
方
法
や
、「
折

る
」
だ
け
で
、
簡
単
に
折
り
紙
を
三
等
分
や
五

等
分
・
六
等
分
に
で
き
る
技
法
も
取
り
上
げ

た
。新
た
な
折
り
紙
の
魅
力
に
気
づ
け
る
一
冊
。

▼
川
並
知
子
著
『
さ
く
ら
紙
あ
そ
び
』（
Ｂ
５

判
・
六
四
頁
・
六
八
二
円
）「
さ
く
ら
紙
」（
お

は
な
紙
）
の
遊
び
方
別
に
構
成
し
、
作
品
の
活

用
例
も
ふ
ん
だ
ん
に
掲
載
。
親
子
で
の
紙
遊
び

か
ら
保
育
現
場
で
の
活
用
な
ど
、
ぜ
ひ
手
本
と

し
て
欲
し
い
。

麗
澤
大
学
出
版
会

▼
Ｋ
・
ラ
イ
ア
ン
、
中
山
理
他
編
著
／
中
山
理

他
監
訳
『
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
幸
福
と
社
会
的

責
任―

―

日
本
の
モ
ラ
ル
、
ア
メ
リ
カ
の
モ
ラ

ル
』（
四
六
判
・
三
五
六
頁
・
一
八
九
〇
円
）

「
幸
福
」
実
現
の
た
め
に
、
最
も
重
要
な
こ
と

と
し
て
九
つ
の
徳―

―

勇
気
・
正
義
・
慈
愛
・

感
謝
・
知
恵
・
内
省
・
尊
敬
・
責
任
・
節
制

︱
を

挙
げ
、
日
米
の
執
筆
者
が
東
西
文
化
そ
れ
ぞ
れ

の
視
点
か
ら
論
じ
、「
幸
福
」
実
現
へ
の
道
を

物
語
や
古
典
に
即
し
て
や
さ
し
く
説
く
。

▼
麗
澤
大
学
道
徳
科
学
教
育
セ
ン
タ
ー
監
修

『
高
校
生
の
た
め
の
道
徳
教
科
書
』（
Ａ
５
判
変

型
・
一
四
四
頁
・
八
四
〇
円
）。
本
書
は
、
高

校
生
対
象
の
「
道
徳
」
の
副
読
本
で
あ
る
。
現

代
社
会
に
お
け
る
モ
ラ
ル
と
は
何
か
を
共
に
考

え
話
し
合
え
る
よ
う
に
、
生
徒
の
共
感
力
・
想

像
力
・
洞
察
力
な
ど
を
刺
激
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

ナ
ラ
テ
ィ
ブ
（
物
語
）
と
「
質
問
」
を
中
心
に

編
集
。
本
文
二
色
刷
。 

聖
学
院
大
学
出
版
会

▼
平
山
正
実
編
著　

臨
床
死
生
学
研
究
叢
書
４

『
臨
床
現
場
か
ら
み
た
生
と
死
の
諸
相
』（
Ａ
５

判
上
製
・
四
二
〇
〇
円
）

　

本
書
は
、
死
の
不
安
や
悲
し
み
の
中
に
あ
る

人
々
の
心
理
的
苦
悩
や
宗
教
的
な
問
題
な
ど
、

臨
床
現
場
に
お
い
て
生
ず
る
生
と
死
を
め
ぐ
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
と
り
あ
げ
る
。
医
療
、
看

護
、
心
理
な
ど
多
職
種
の
専
門
家
が
、
自
ら
の

知
識
、
経
験
、
研
究
に
基
づ
い
て
、
死
と
生
の

問
題
を
考
察
す
る
論
文
を
収
め
て
い
る
。ま
た
、

東
日
本
大
震
災
で
教
え
子
を
亡
く
し
た
教
員
と

そ
の
教
え
子
の
遺
族
が
文
通
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
双
方
が
「
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
」
と
は
何
か
と

い
う
こ
と
を
学
び
合
っ
た
心
の
軌
跡
を
描
い
た

論
文
も
所
収
。

▼
窪
寺
俊
之
編
著　

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
を

学
ぶ
３
『
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン―

―

生
き
る
希
望
と
尊
厳
を
支
え
る
』（
Ａ

５
判
並
製
・
二
三
一
〇
円
）

　

心
理
学
や
精
神
医
学
領
域
を
超
え
た
魂
の
ケ

ア
を
学
ぶ
シ
リ
ー
ズ
の
第
３
巻
。
基
本
と
な
る

人
間
観
・
死
生
観
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

あ
り
方
を
学
ぶ
。
本
書
の
副
題
「
生
き
る
希
望

と
尊
厳
を
支
え
る
」
は
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ

ア
の
臨
床
現
場
で
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
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ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
出
版
局

▼The New
 Cambridge History of American 

Foreign Relations 4 Volume Set

（4 H
ardback books 9781107031838   

U
SD
 180.00

）

『
新
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
版　

ア
メ
リ
カ
外
交
史
』

の
四
巻
セ
ッ
ト
で
す
。

個
別
の
巻
で
も
お
求
め
頂
け
ま
す
。

▼Volum
e 1: Dim

ensions of the Early 
American Empire, 1754–1865, W

illiam
 Earl 

W
eeks

（H
ardback 9781107005907 U

SD
 50.00

）

▼Volum
e 2: The Am

erican Search for 
Opportunity, 1865–1913 , W

alter LaFeber

（H
ardback 9780521767521 U

SD
 50.00

）

▼Volum
e 3: The Globalizing of Am

erica, 
1913–1945, A

kira Iriye

（H
ardback 9780521763288 U

SD
 50.00

）

▼Volum
e 4: Challenges to Am

erican 
Prim

acy, 1945 to the Present , W
arren I. 

Cohen

（H
ardback 9780521763622 U

SD
 50.00

）

産
業
能
率
大
学
出
版
部

▼
『
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
多
目
的
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
活

用
』
宮
川
雅
明
・
伊
藤
裕
一
著
（
Ａ
５
判
・
二

六
二
五
円
）
効
率
的
・
効
果
的
な
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
の

設
計
が
可
能
と
な
る
四
つ
の
画
期
的
ツ
ー
ル
を

紹
介
し
て
い
く
。

▼
『
ザ
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
』
中
根
貢
著
（
Ａ

５
判
・
二
一
〇
〇
円
）
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
考

え
方
を
正
し
く
捉
ら
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

様
々
な
業
種
・
業
界
に
適
用
さ
れ
、
組
織
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
貢
献
が
で
き
る
。

▼
『
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
日

沖
健
著
（
Ａ
５
判
・
二
一
〇
〇
円
）
理
論
に
裏

打
ち
さ
れ
た
実
践
ノ
ウ
ハ
ウ
を
集
め
た
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
集
大
成
。

▼
『
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
』
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
究
グ
ル
ー
プ

著
・
徳
江
順
一
郎
編
著
（
Ａ
５
判
・
二
一
〇
〇

円
）
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
、
理
論
的
考

察
と
実
務
面
や
実
際
面
と
の
す
り
合
わ
せ
に
力

を
入
れ
て
解
説
し
た
入
門
書
。

▼
『
新
装
版　

あ
な
た
も
金
持
に
な
れ
る
』
ジ

ョ
セ
フ
・
マ
ー
フ
ィ
ー
著
・
和
田
次
郎
訳
（
四

六
判
・
一
五
七
五
円
）
マ
ー
フ
ィ
ー
博
士
の
理

論
の
中
で
「
富
」
に
関
す
る
も
の
を
纏
め
た
、

金
持
に
な
る
た
め
の
方
法
の
決
定
版
。

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会

▼
井
庭
崇
＋
井
庭
研
究
室
著
『
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
・
パ
タ
ー
ン―

―

創
造
を
誘
発
す
る
表

現
の
ヒ
ン
ト
』（
Ａ
５
判
・
一
六
〇
頁
・
一
四
七

〇
円
）「
パ
タ
ー
ン
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
」
の
考
え
方

に
基
づ
き
、
聴
き
手
の
創
造
を
誘
発
す
る
プ
レ

ゼ
ン
の
秘
訣
三
四
パ
タ
ー
ン
を
抽
出
。
愛
ら
し

い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
各
パ
タ
ー
ン
の
ポ
イ
ン
ト

を
明
快
に
解
説
す
る
。

▼
日
向
清
人
著
『
ビ
ギ
ナ
ー
の
た
め
の
経
済
英

語―
―

経
済
・
金
融
・
証
券
・
会
計
の
基
本
用

例
３
２
０
』（
四
六
判
・
二
六
四
頁
・
二
一
〇

〇
円
）
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
が
業
務
で
必
要
な

情
報
を
英
語
で
理
解
す
る
た
め
に
役
立
つ
表
現

集
。
ひ
と
と
お
り
目
を
通
せ
ば
、
英
字
新
聞
の

金
融
面
や
企
業
の
英
文
業
績
報
告
書
を
難
な
く

読
め
る
レ
ベ
ル
に
到
達
す
る
こ
と
が
可
能
。

▼
川
澄
哲
夫
翻
訳
・
註
『
ラ
イ
マ
ン
・
ホ
ー
ム

ズ
の
航
海
日
誌―

―

ジ
ョ
ン
万
次
郎
を
救
っ
た

捕
鯨
船
の
記
録
』（
Ｂ
５
判
変
型
・
四
〇
〇
頁
・

一
五
七
五
〇
円
）
一
八
四
一
年
、
漂
流
中
の
ジ

ョ
ン
万
次
郎
ら
一
行
を
救
助
し
た
ア
メ
リ
カ
捕

鯨
船
の
若
き
水
夫
、
ラ
イ
マ
ン
・
ホ
ー
ム
ズ
が

記
し
た
肉
筆
の
日
誌
を
完
全
翻
刻
し
英
和
対
訳

版
と
し
て
刊
行
。
カ
ラ
ー
口
絵
や
捕
鯨
船
の
詳

細
な
図
・
解
説
な
ど
も
収
録
し
た
愛
蔵
版
。
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大
正
大
学
出
版
会

▼
『
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
』
大
正
大
学
社

会
福
祉
学
科
編
（
Ｂ
５
判
・
二
〇
〇
頁
・
一
七

八
五
円
）

　
「
実
践
な
く
し
て
理
論
の
検
証
は
で
き
な

い
」。
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
の
社
会
事
業

研
究
室
創
設
以
来
の
基
本
理
念
を
う
け
継
ぐ
大

正
大
学
社
会
福
祉
学
科
が
お
く
る
実
習
テ
キ
ス

ト
の
決
定
版
。「
現
場
指
向
型
」
実
践
者
の
養

成
に
関
す
る
九
五
年
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
凝
縮
し

た
一
冊
で
あ
る
。
実
習
計
画
書
・
実
習
ノ
ー

ト
・
実
習
報
告
書
と
い
っ
た
ペ
ー
パ
ー
ワ
ー
ク

の
ポ
イ
ン
ト
提
示
、
事
前
学
習
に
お
け
る
ジ
ェ

ネ
ラ
リ
ス
ト
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と
い
っ
た

視
点
の
獲
得
、
逐
次
お
こ
な
わ
れ
る
ス
ー
パ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
の
必
要
、「
場
面
再
構
成
」
を
用
い

た
振
り
返
り
と
し
て
の
事
後
学
習
の
意
義

等
々
。
専
門
性
と
同
時
に
多
様
性
へ
の
適
応
も

求
め
ら
れ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
社
会
福

祉
士
・
精
神
保
健
福
祉
士
）
を
目
指
す
人
に
と

っ
て
必
携
の
書
。

玉
川
大
学
出
版
部

▼
宮
田
由
紀
夫
著
『
ア
メ
リ
カ
の
産
学
連
携
と

学
問
的
誠
実
性
』（
Ａ
５
判
・
四
四
一
〇
円
）

産
学
連
携
が
活
発
に
行
わ
れ
る
一
方
、
大
学
に

金
も
う
け
主
義
が
も
た
ら
さ
れ
、
学
問
的
誠
実

性
が
歪
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
産
学
連
携
の
先

進
国
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
不
正
や
捏
造
の
実
態

を
考
察
。
不
正
行
為
や
利
益
相
反
を
減
ら
し
つ

つ
便
益
を
最
大
に
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
方

策
・
規
制
が
有
効
か
を
考
え
る
。

▼
福
本
み
ち
よ
編
著
『
学
校
評
価
シ
ス
テ
ム
の

展
開
に
関
す
る
実
証
的
研
究
』（
Ａ
５
判
・
一

〇
五
〇
〇
円
）
国
内
の
先
導
的
自
治
体
や
諸
外

国
を
先
行
事
例
に
学
校
評
価
シ
ス
テ
ム
の
展
開

過
程
を
分
析
。
他
の
自
治
体
や
学
校
で
も
応
用

で
き
る
よ
う
、
シ
ス
テ
ム
開
発
に
向
け
た
促
進

要
因
と
阻
害
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
。

▼
中
山
剛
史
・
信
原
幸
弘
編
著
『
精
神
医
学
と

哲
学
の
出
会
い―

脳
と
心
の
精
神
病
理
』（
Ａ

５
判
・
四
二
〇
〇
円
）
精
神
医
学
の
進
展
に
よ

り
、
う
つ
病
や
双
極
性
障
害
、
統
合
失
調
症
な

ど
の
精
神
疾
患
の
原
因
や
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
、
明

ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
脳
神
経
生
物
学
、
精

神
療
法
、
臨
床
哲
学
、
科
学
哲
学
、
実
存
哲
学

の
専
門
家
が
精
神
疾
患
と
は
何
か
、
心
と
は
何

か
に
つ
い
て
、
各
領
域
の
立
場
か
ら
論
じ
る
。

専
修
大
学
出
版
局

▼
『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
市
民
社
会
の
形
成―

人
権
・
平
和
・
共
生
』内
藤
光
博
編（
Ａ
５
判
・

三
二
六
頁
・
三
九
九
〇
円
）

　

経
済
発
展
と
相
互
緊
密
性
が
進
む
東
ア
ジ
ア

地
域
で
は
、
歴
史
認
識
や
人
権
に
つ
い
て
の
問

題
は
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

し
た
新
し
い
か
た
ち
で
の
市
民
社
会
の
形
成
が

望
ま
れ
る
。
本
書
で
は
日
韓
の
市
民
社
会
形
成

に
つ
い
て
の
考
察
や
、
公
的
医
療
、
経
済
民
主

主
義
の
進
展
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
役
割

な
ど
の
視
点
か
ら
「
市
民
社
会
論
」
の
理
論
的

検
討
を
行
う
。
さ
ら
に
東
南
ア
ジ
ア
の
政
治
変

動
と
企
業
の
変
化
、
東
ア
ジ
ア
の
共
生
社
会
実

現
に
む
け
た
展
望
な
ど
も
論
じ
る
。

▼
『
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
』
高
野
仁
一
著
（
Ａ
５
判
・
一
七
二
頁
・
二

三
一
〇
円
）

　

国
内
企
業
が
多
国
籍
展
開（
グ
ロ
ー
バ
ル
化
）

す
る
と
き
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
問
題
を
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
・
リ
ス
ク
と
、
財
務
情
報
の
質
的

改
善
を
い
か
に
図
り
構
築
・
運
用
し
て
い
く
べ

き
か
と
い
う
よ
う
な
視
点
か
ら
論
じ
て
い
く
。

ま
た
、
企
業
に
お
い
て
重
要
だ
と
さ
れ
る
内
部

統
制
に
関
す
る
決
算
・
財
務
報
告
プ
ロ
セ
ス
の

評
価
モ
デ
ル
の
構
築
を
試
み
る
。
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東
京
大
学
出
版
会

▼
『
シ
リ
ー
ズ
福
祉
社
会
学
』（
全
四
巻
、
Ａ

５
判
・
平
均
二
七
二
頁
・
各
巻
三
六
七
五
円
）

少
子
高
齢
化
や
個
人
化
、
経
済
の
不
安
定
化
の

な
か
、
福
祉
が
現
代
社
会
の
中
心
的
な
問
題
と

な
り
つ
つ
あ
る
。「
福
祉
社
会
学
」
の
名
を
初

め
て
冠
し
た
意
欲
的
な
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
社
会
と
福
祉
を
み
つ
め
る
。

　
『
１　

公
共
性
の
福
祉
社
会
学　

公
正
な
社

会
と
は
』（
武
川
正
吾
編
）
は
、
労
働
・
ジ
ェ

ン
ダ
ー
な
ど
公
共
性
に
か
か
わ
る
領
域
を
と
り

あ
げ
、公
正
な
社
会
の
あ
り
か
た
を
探
究
す
る
。 

　
『
２　

闘
争
性
の
福
祉
社
会
学　

ド
ラ
マ
ト

ゥ
ル
ギ
ー
と
し
て
』（
副
田
義
也
編
）
は
貧
困

問
題
と
そ
れ
へ
の
抗
議
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
な

ど
に
お
け
る
葛
藤
な
ど
、
闘
争
の
理
論
を
も
と

に
さ
ま
ざ
ま
な
論
争
的
テ
ー
マ
を
扱
う
。 

　
『
３　

協
働
性
の
福
祉
社
会
学　

個
人
化
社

会
の
連
帯
』（
藤
村
正
之
編
）
は
、
共
生
へ
の

志
向
、
新
た
な
組
織
・
媒
体
を
通
じ
た
行
政
と

民
間
の
連
携
な
ど
、
連
帯
の
動
き
を
さ
ぐ
る
。 

　
『
４　

親
密
性
の
福
祉
社
会
学　

ケ
ア
が
織

り
な
す
関
係
』（
庄
司
洋
子
編
）
は
、
子
ど
も
・

高
齢
者
・
障
害
者
・
病
者
を
め
ぐ
る
ケ
ア
の
現

実
を
と
り
あ
げ
、
福
祉
社
会
学
に
お
け
る
課
題

に
応
え
る
。

東
京
電
機
大
学
出
版
局

▼
デ
ビ
ッ
ド
・
ア
ダ
ミ
ー
著
、
河
東
晴
子
他 

訳
『
電
子
戦
の
技
術　

基
礎
編
』（
Ａ
５
・
三

八
〇
頁
・
四
四
一
〇
円
）

　

電
子
戦
（Electronic W

arfare

）
と
は
、

電
波
・
電
磁
波
を
活
用
し
た
軍
事
活
動
の
総
称

で
あ
る
。
本
書
は
、
現
代
型
の
戦
争
に
お
い
て

重
要
か
つ
基
本
的
な
技
術
と
し
て
不
可
欠
な
レ

ー
ダ
ー
技
術
と
無
線
通
信
技
術
に
関
す
る
技
術

解
説
書
で
あ
る
。
電
子
戦
技
術
を
現
場
で
使
え

る
も
の
と
す
る
た
め
の
実
践
的
な
テ
キ
ス
ト
と

し
て
各
方
面
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

▼
御
代
川
貴
久
夫
著
『
科
学
技
術
報
道
史
』（
Ａ

５
・
二
〇
八
頁
・
二
四
一
五
円
）

　

科
学
報
道
に
関
す
る
論
考
を
ベ
ー
ス
に
、
過

去
の
科
学
技
術
報
道
の
抱
え
て
い
た
問
題
点
と

こ
れ
か
ら
の
科
学
技
術
報
道
の
あ
り
方
に
つ
い

て
論
じ
た
一
冊
。
新
聞
報
道
を
ベ
ー
ス
に
、
公

害
（
足
尾
鉱
毒
、
水
俣
病
）、
薬
害
（
サ
リ
ド

マ
イ
ド
事
件
）、
原
子
力
、
リ
ス
ク
に
関
す
る

事
象
（
オ
ゾ
ン
層
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
、
環
境
ホ

ル
モ
ン
等
）
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

中
央
大
学
出
版
部

▼
宇
野
典
明
著
『
新
保
険
論―

保
険
に
関
す
る

新
た
な
基
礎
理
論
の
構
築
』（
二
八
三
五
円
）

二
五
〇
年
あ
ま
り
の
間
世
界
中
で
用
い
ら
れ
て

き
た
保
険
の
基
礎
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
、
現

代
的
立
場
か
ら
問
題
点
を
論
じ
、
ま
っ
た
く
新

た
な
資
産
負
債
最
適
配
分
概
念
の
考
え
方
を
提

案
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
現
在
の

日
本
の
保
険
制
度
が
有
す
る
重
要
な
問
題
点
に

つ
い
て
も
解
決
策
を
提
示
し
た
「
新
保
険
」
論
。

▼
武
智
秀
之
著
『
政
策
学
講
義―

決
定
の
合
理

性
』（
二
九
四
〇
円
）
政
府
の
存
在
理
由
、
公

共
政
策
の
制
度
条
件
、
公
共
政
策
の
合
理
性
、

公
共
空
間
の
あ
り
方
を
考
え
る
。
分
析
枠
組
み

を
適
用
し
、
事
例
と
し
て
産
業
政
策
、
公
共
事

業
、
環
境
保
全
政
策
、
医
療
政
策
、
公
的
介
護

保
険
、
貧
困
、
社
会
教
育
、
家
族
政
策
な
ど
具

体
的
な
公
共
政
策
の
実
態
を
分
析
す
る
。

▼
大
村
雅
彦
著
『
比
較
民
事
司
法
研
究
』（
三

九
九
〇
円
）
日
米
民
事
訴
訟
に
お
け
る
証
拠
収

集
、
集
合
訴
訟
（
ク
ラ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
）、
司

法
制
度
改
革
に
関
す
る
論
稿
を
収
録
。
ア
メ
リ

カ
の
民
事
裁
判
の
深
層
を
知
る
の
に
好
適
。
研

究
者
だ
け
で
な
く
、激
増
す
る
日
本
の
弁
護
士
、

国
際
的
業
務
に
携
わ
る
企
業
法
務
部
員
、
法
科

大
学
院
生
、
法
学
部
生
に
も
有
益
な
好
著
。



27　　大学出版部ニュース

法
政
大
学
出
版
局

▼
Ｊ
・
デ
リ
ダ
／
藤
本
一
勇
他
訳
『
散
種
』（
六

○
九
○
円
）「
書
物
外
」「
プ
ラ
ト
ン
の
パ
ル
マ

ケ
イ
ア
ー
」「
二
重
の
会
」「
散
種
」
の
四
篇
が

織
り
な
す
、
書
物
な
ら
ざ
る
書
物
の
到
来
。
デ

リ
ダ
の
初
期
代
表
作
、
つ
い
に
完
訳
！

▼
Ｂ
・
ス
テ
ィ
グ
レ
ー
ル
／
石
田
英
敬
監
修
・

西
兼
志
訳
『
技
術
と
時
間
３
』（
四
二
○
○
円
）

な
ぜ
「
生
き
づ
ら
い
」
の
か
？　

カ
ン
ト
の
批

判
哲
学
と
フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
を
問
い
直
し

て
展
開
さ
れ
る
ハ
イ
パ
ー
産
業
社
会
批
判
。

▼
Ｗ
・
キ
ム
リ
ッ
カ
／
岡
﨑
晴
輝
他
監
訳
『
土

着
語
の
政
治
』（
五
四
六
○
円
）
混
迷
す
る
グ

ロ
ー
バ
ル
化
状
況
を
前
に
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
、

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
、
正
義
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
、

民
主
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
を
問
い
直
す
。

▼
鄭
栄
桓
著
『
朝
鮮
独
立
へ
の
隘
路
』（
四
二

○
○
円
）
日
本
の
敗
戦
後
、
民
族
の
解
放
は
い

か
に
封
じ
込
め
ら
れ
た
の
か
。
朝
鮮
戦
争
が
始

ま
る
ま
で
の
在
日
朝
鮮
人
に
よ
る
抵
抗
、
民
族

運
動
の
実
像
を
膨
大
な
史
料
か
ら
描
き
出
す
。

▼
陣
内
秀
信
・
高
村
雅
彦
編
『
水
都
学
Ⅰ
』（
三

一
五
○
円
）
多
種
多
様
で
固
有
の
歴
史
を
も
つ

〈
水
都
〉
に
つ
い
て
、
既
存
の
学
問
領
域
の
垣

根
を
越
え
て
国
際
比
較
す
る
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
！　

創
刊
号
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
特
集
。

武
蔵
野
大
学
出
版
会

▼
廣
瀨
裕
之
著
『
刻
さ
れ
た
書
と
石
の
記
憶
』

（
Ａ
５
判
・
二
二
四
頁
・
二
一
○
○
円
）

　

武
蔵
野
に
建
つ
三
基
の
石
碑
を
例
に
と
り
、

書
（
揮
毫
）、
刻
、
石
の
三
要
素
か
ら
解
析
。

碑
文
の
解
釈
、
採
拓
（
拓
本
を
と
る
）
と
そ
の

分
析
な
ど
、「
刻
さ
れ
た
書
」
か
ら
入
る
書
の

研
究
書
。
緑
陰
の
散
策
で
出
会
う
様
々
な
石
碑

を
見
る
目
が
変
わ
る
一
冊
で
あ
る
。

▼
藤
原
千
賀
著『
男
女
共
同
参
画
社
会
と
市
民
』

（
Ａ
５
判
・
二
一
六
頁
・
二
一
○
○
円
）

　

男
女
が
共
に
暮
ら
し
、
働
き
、
学
び
、
決
定

す
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
へ
の
歴
史
と

成
熟
へ
の
展
望
を
語
る
。

　

男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
よ
る
社
会
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
向
け
て
、
市
民
の
と
る
べ
き
行
動

は
何
か
？　

教
育
、
就
労
、
政
治
、
家
庭
な
ど

の
分
野
で
、
性
別
役
割
分
業
の
文
化
か
ら
自
由

に
な
り
、
主
体
的
な
選
択
と
活
動
が
で
き
る
社

会
に
変
え
て
い
く
た
め
に
必
要
な
思
想
と
政
策

を
今
改
め
て
考
え
る
た
め
の
一
冊
で
あ
る
。

武
蔵
野
美
術
大
学
出
版
局

▼
『
教
育
通
義
』
高
橋
陽
一
著
（
Ａ
５
判
、
六

〇
八
頁
、
三
一
五
〇
円
）

　

本
書
は
、
本
学
教
職
課
程
「
教
育
原
理
」
の

教
科
書
と
し
て
編
ま
れ
た
。ず
っ
し
り
と
重
い
、

三
〇
章
も
の
ヴ
ォ
リ
ュ
ー
ム
に
圧
倒
さ
れ
る
読

者
は
多
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
通
信
教
育
課
程

の
学
生
が
独
学
す
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ほ
ど
親

切
で
、
さ
ら
に
学
習
意
欲
が
高
ま
る
よ
う
な
教

科
書
が
今
ま
で
に
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
？

　

美
大
生
に
限
ら
ず
、
教
員
を
目
指
し
て
い
る

す
べ
て
の
学
生
が
無
理
な
く
理
解
で
き
る
よ
う
、

講
義
ス
タ
イ
ル
に
よ
る
平
易
な
文
体
は
臨
場
感

に
あ
ふ
れ
、
教
員
採
用
選
考
で
問
わ
れ
る
教
育

理
念
、
教
育
史
、
教
育
関
係
の
法
令
、
学
校
経

営
な
ど
教
職
教
養
の
基
本
を
一
冊
で
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
。重
要
語
句
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
示
し
、

巻
末
索
引
と
合
わ
せ
、
試
験
対
策
に
も
万
全
！

　

ま
た
、
教
員
に
な
っ
て
か
ら
、
現
場
で
活
か

せ
る
論
理
を
磨
く
た
め
に
、
教
育
基
本
法
、
学

校
教
育
法
を
重
点
的
に
解
説
し
て
い
る
の
も
本

書
の
特
徴
で
あ
る
。

　

試
験
に
合
格
す
る
た
め
の
「
勉
強
」
で
は
な

く
、「
教
育
と
は
何
か
」
を
繰
り
返
し
自
問
し
、

考
え
つ
つ
進
む
、
最
適
な
教
科
書
と
い
え
る
だ

ろ
う
。
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関
東
学
院
大
学
出
版
会

▼
関
東
学
院
大
学
法
学
研
究
所
編
『
リ
ベ
ラ

ル
・
ア
ー
ツ
の
す
す
め―

法
学
部
で
学
ぶ
』（
一

〇
五
〇
円
）
法
学
部
で
の
学
び
を
社
会
の
中
で

活
か
し
て
い
く
た
め
に
は
、
幅
広
い
視
野
と
大

局
的
判
断
が
必
要
で
あ
る
。本
書
は
、「
法
学
部
」

で
哲
学
や
歴
史
学
や
文
学
な
ど
の
法
学
外
の
科

目
を
学
ぶ
必
要
性
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
科
目

特
性
の
理
解
を
通
し
て
明
ら
か
に
す
る
。

▼
関
東
学
院
大
学
法
学
研
究
所
編
『
よ
う
こ
そ

法
学
の
世
界
へ―

法
学
部
で
学
ぶ
』（
一
〇
五

〇
円
）
法
学
部
で
の
学
び
は
、
各
法
領
域
の
性

質
に
よ
っ
て
一
様
に
は
語
れ
な
い
。
本
書
は
、

初
学
者
に
向
け
て
法
学
科
目
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を

平
易
に
語
り
か
け
る
。
一
冊
丸
ご
と
で
、
法
学

部
の
学
び
の
世
界
を
概
観
で
き
る
。
学
習
の
た

め
の
法
学
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
と
し
て
も
活
用
で
き

る
。

明
星
大
学
出
版
部

▼
『
教
職
実
践
演
習　

磨
き
あ
い
高
め
あ
う
熱

意
あ
る
教
師
に
』
青
木
秀
雄
編
（
Ａ
５
判
・
二

七
二
頁
・
二
一
〇
〇
円
）

　

教
育
現
場
の
問
題
は
多
岐
に
渡
っ
て
錯
綜
し

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
教
員
に
な
ろ
う
と
す
る
に

当
た
っ
て
、
自
ら
の
資
質
能
力
を
教
職
課
程
の

勉
学
と
教
育
実
習
の
研
鑽
に
よ
っ
て
高
め
る
こ

と
が
で
き
た
か―

―

厳
し
い
自
覚
の
下
に
成
果

を
確
認
し
深
化
さ
せ
る
最
終
学
習
の
テ
キ
ス

ト
。

▼
『
道
徳
教
育
の
指
導
法
』
佐
々
井
・
岩
木
・

森
下
著（
Ａ
５
判･

一
八
二
頁
・
一
四
七
〇
円
）

道
徳
教
育
の
学
習
は
、
教
壇
に
立
つ
こ
と
を
想

定
し
て
実
践
的
な
指
導
法
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
眼
目
と
な
る
。
具
体
的
な
指
導
例
と
学
習
案

を
紹
介
し
な
が
ら
必
要
事
項
を
網
羅
す
る
。

▼『
教
育
原
理
』佐
々
井
・
樋
口
・
廣
嶋
著（
Ａ

５
判･

一
九
〇
頁
・
一
四
七
〇
円
）

東
海
大
学
出
版
会

▼
『
日
本
産
魚
類
検
索

｜

全
種
の
同
定 

第
三

版
』中
坊
徹
次
編（
Ｂ
５
判
・
箱
入
・
全
三
冊
・

総
二
五
三
〇
頁
・
定
価
三
万
六
七
五
〇
円
）
魚

類
各
種
の
特
徴
が
図
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
魚
類

学
の
最
高
の
座
右
の
書
。「
絵
解
き
に
よ
る
検

索
方
式
」
で
日
本
産
魚
類
全
種
の
正
確
な
名
前

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
版
刊
行
（
二
〇

〇
〇
年
）
以
降
に
報
告
さ
れ
た
新
種
、
初
記
録

種
、
学
名
の
再
検
討
、
分
類
体
系
の
改
変
に
よ

る
情
報
を
も
れ
な
く
収
録
し
、
約
三
五
〇
種
増

の
四
二
一
三
種
類
を
掲
載
。
同
時
に
各
種
の
地

理
的
分
布
も
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
第
三

版
か
ら
「
検
索
」
を
第
Ⅰ
巻
と
第
Ⅱ
巻
、「
分

類
学
的
付
記
と
文
献
」
を
第
三
巻
に
ま
と
め
、

よ
り
使
い
や
す
く
な
っ
た
。
第
一
線
の
魚
類
学

者
一
九
名
の
執
筆
者
に
よ
る
最
新
か
つ
最
高
レ

ベ
ル
の
知
見
を
提
供
す
る
。
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名
古
屋
大
学
出
版
会

▼
『
竹
島
問
題
と
は
何
か
』
池
内
敏
著
（
四
八

三
〇
円
）
歴
史
分
析
の
光
に
照
ら
し
、
学
問
的

に
確
実
に
言
い
う
る
こ
と
と
は
何
か
。
日
韓
双

方
の
史
料
に
精
通
す
る
著
者
が
、
過
熱
す
る
両

国
の
自
己
中
心
的
な
議
論
を
乗
り
越
え
、
確
か

な
歴
史
分
析
の
光
に
照
ら
し
て
全
体
像
を
描
き

出
す
。
不
毛
な
論
争
を
終
わ
ら
せ
、
冷
静
に
問

題
に
向
き
合
う
た
め
の
必
読
の
著
作
。

▼
『
科
学
技
術
を
よ
く
考
え
る―

ク
リ
テ
ィ
カ

ル
シ
ン
キ
ン
グ
練
習
帳―

』
伊
勢
田
哲
治
・
戸

田
山
和
久
・
調
麻
佐
志
・
村
上
祐
子
編
（
二
九

四
〇
円
）
遺
伝
子
組
換
え
作
物
、乳
が
ん
検
診
、

地
震
予
知―

―

現
代
社
会
に
必
要
な
科
学
技
術

と
、
ど
う
向
き
合
え
ば
よ
い
の
か
。
理
系
も
文

系
も
必
須
の
、
自
分
の
頭
で
考
え
ぬ
く
力
を
、

全
く
新
し
い
ス
タ
イ
ル
で
身
に
つ
け
る
。

▼
『
ア
ニ
メ
・
マ
シ
ー
ン―

グ
ロ
ー
バ
ル
・
メ

デ
ィ
ア
と
し
て
の
日
本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン―

』

ト
ー
マ
ス
・
ラ
マ
ー
ル
著
／
藤
木
秀
朗
監
訳
／

大
﨑
晴
美
訳
（
六
六
一
五
円
）
ア
ニ
メ
は
ど
の

よ
う
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
向
き
合
い
、
そ
の
映

像
は
い
か
な
る
思
考
を
促
す
の
か
。
こ
れ
ら
の

問
い
を
具
体
的
な
作
品
に
即
し
て
探
究
し
、
従

来
の
研
究
・
批
評
を
刷
新
す
る
画
期
的
な
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
論
、
待
望
の
邦
訳
。

三
重
大
学
出
版
会

▼
『
京
都
議
定
書
後
の
環
境
外
交
』
鄭
方
婷
著

（
Ａ
5
判
・
二
八
七
頁
・
定
価
二
三
一
〇
円
）

■
は
し
が
き　

■
第
一
章　

危
う
い
締
約
交
渉

／
米
国
は
本
当
に
離
脱
す
る
か
／
「
京
都
議
定

書
」
へ
の
不
支
持
／
第
一
回
日
米
ハ
イ
レ
ベ
ル

協
議
／
米
国
の
京
都
議
定
書
離
脱　

■
第
二
章 

京
都
議
定
書
批
准
の
た
め
の
国
内
調
整
／
政
府

内
調
整
／
政
策
審
議
機
関
／
省
庁
間
の
対
立
／

川
口
順
子
氏
の
環
境
庁
長
官
就
任　

■
第
三
章 

小
泉
内
閣
に
よ
る
国
内
締
結
／
米
国
離
脱
の
事

後
処
理
／
小
泉
首
相
の
登
場
／
議
定
書
締
約
の

国
内
措
置
／
「
新
大
網
」
の
数
値
目
標　

■
第

四
章　

対
米
協
調
へ
の
回
帰
／
交
渉
方
式
の
柔

軟
な
変
革
／
安
倍
政
権
︱
「
美
し
い
地
球
50
」

／
福
田
政
権
︱
「
福
田
ド
ク
リ
ン
」　

■
第
五

章　

混
乱
す
る
国
際
交
渉
／
民
主
党
中
期
目
標

の
発
表
／
震
災
、
そ
し
て
原
発
事
故
／
管
政
権

の
新
た
な
課
題
／
京
都
議
定
書
延
長
へ
の
反
対

■
終
章
「
ポ
ス
ト
京
都
」
の
課
題
／
「
仲
介
役
」

と
い
う
立
場　

■
あ
と
が
き　

■
Ｉ
．
参
考
文

献
と
資
料
／
公
式
文
書
／
議
事
資
料
／
略
語
及

び
重
要
用
語
解
説
／
付
録
︱
年
表
／
関
連
条
約

／
索
引

▼
吉
田
茂
著
『
政
権
変
革
期
の
独
禁
法
政
策
』

（
Ａ
4
判
・
三
四
〇
頁
・
定
価
二
九
四
〇
円
）

京
都
大
学
学
術
出
版
会

▼
安
孫
子
信
・
出
口
康
夫
・
松
田
克
進
編
『
デ

カ
ル
ト
を
め
ぐ
る
論
戦
』（
四
四
一
〇
円
）
近

世
哲
学
は
デ
カ
ル
ト
に
始
ま
り
、
以
後
の
哲
学

は
デ
カ
ル
ト
主
義
を
め
ぐ
っ
て
戦
っ
た
論
争
の

歴
史
と
言
え
る
。
デ
カ
ル
ト
研
究
の
泰
斗
小
林

道
夫
に
対
し
、
近
世
哲
学
、
科
学
哲
学
の
専
門

家
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
論
争
を
挑
む
。

▼
高
松
伸+ O

RIGIN
A
T
O
RS

著
『
建
築
の

O
R
IG
IN
―

設
計
を
巡
る
思
考
』（
三
〇
四
五

円
）
建
築
の
数
だ
け
思
考
が
あ
る
。
建
築
家
・

高
松
伸
の
も
と
に
集
っ
た
若
き
建
築
家
た
ち

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
通
し
て
、
自
ら
の
追

求
す
る
建
築
の
真
髄
を
宣
言
す
る
。

▼
大
瀧
真
俊
著『
軍
馬
と
農
民
』（
三
三
六
〇
円
）

馬
は
特
に
戦
争
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
、
そ
れ

ゆ
え
日
本
の
近
代
化
の
過
程
で
劇
的
な
変
化
を

遂
げ
た
。
在
来
種
血
統
の
淘
汰
、
馬
産
農
民
の

経
済
的
犠
牲
等
を
詳
細
に
論
じ
、 「
馬
」
を
軸

に
農
業
史
と
軍
事
史
を
有
機
的
に
結
ぶ
。

▼
樋
浦
郷
子
著
『
神
社
・
学
校
・
植
民
地―

逆

機
能
す
る
朝
鮮
支
配
』（
三
七
八
〇
円
）
神
道

国
教
化
の
夢
を
断
た
れ
た
神
職
が
乗
り
込
ん
だ

朝
鮮
。
し
か
し
「
皇
国
の
臣
民
」
を
育
成
し
よ

う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
現
地
と
の
乖
離
は
進
ん

で
い
く
。
権
力
が
帰
結
し
た
パ
ラ
ド
ク
ス
。
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大
学
出
版
部

▼
二
階
堂
善
弘
著
『
ア
ジ
ア
の
民
間
信
仰
と
文

化
交
渉
』（
Ａ
５
判･

二
一
〇
〇
円
）
い
く
つ
か

の
中
華
系
の
神
々
は
、
日
本
で
は
伽
藍
神
と
し

て
祀
ら
れ
た
。
台
湾
や
東
南
ア
ジ
ア
へ
は
、
福

建
系
の
信
仰
が
伝
わ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
海
を
渡

っ
た
民
間
信
仰
の
神
々
に
つ
い
て
、
そ
の
発
展

と
衰
退
を
文
化
交
渉
の
視
点
か
ら
考
察
す
る
。

▼
李
春
喜
監
訳
『
ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
短

編
選
集―

「
オ
ズ
ボ
ー
ン
の
復
讐
」
他
四
編―

』

（
四
六
判･

一
七
八
五
円
）
本
書
に
収
め
ら
れ

た
作
品
は
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
が
比
較

的
若
い
頃
に
発
表
し
た
も
の
で
あ
り
、
物
語
を

読
む
楽
し
さ
を
再
発
見
さ
せ
て
く
れ
る
。
あ
ま

り
語
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
彼
の
ス
ト
ー
リ

ー
・
テ
ラ
ー
と
し
て
の
一
面
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
る
。

▼
石
井
康
博
著
『
小
学
校
算
数
科
で
利
用
さ
れ

て
き
た
具
体
物―

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

な
知
識
お
よ
び
方
略
に
与
え
る
影
響―

』（
Ａ

５
判･

一
六
八
〇
円
）
小
学
校
算
数
科
で
は
、

こ
れ
ま
で
種
々
の
具
体
物
が
子
ど
も
に
利
用
さ

れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
い
か
に
子
ど

も
の
知
識
や
方
略
に
影
響
を
与
え
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
明
治
以
降
の
算
数
科
教
育
を
概
観
し
、

実
践
事
例
の
分
析
を
通
し
て
検
討
す
る
。

大
阪
大
学
出
版
会

▼
菅
原
由
美
著
『
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
体
制
下
ジ

ャ
ワ
に
お
け
る
宗
教
運
動　

写
本
に
見
る
19
世

紀
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
潮
流
』（
七

一
四
〇
円
）
宗
教
運
動
を
切
り
口
と
し
て
、
イ

ス
ラ
ー
ム
指
導
者
リ
フ
ァ
イ
、
現
地
人
官
吏
、

オ
ラ
ン
ダ
人
官
吏
の
資
料
か
ら
多
義
的
に
歴
史

を
叙
述
す
る
。
▼
姫
野
完
治
著
『
学
び
続
け
る

教
師
の
養
成　

成
長
観
の
変
容
と
ラ
イ
フ
ヒ
ス

ト
リ
ー
』（
四
七
二
五
円
）
成
長
観
と
い
う
視

点
か
ら
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
向
上
さ
せ
て
学
び

続
け
る
教
師
を
育
む
た
め
の
教
員
養
成
、
教
師

研
究
の
あ
り
方
を
提
言
。
▼
三
好
祐
輔
著
『
法

と
紛
争
解
決
の
実
証
分
析　

法
と
経
済
学
の
ア

プ
ロ
ー
チ
』（
六
六
一
五
円
）
真
に
公
平
な
取

引
環
境
の
整
備
の
た
め
に
法
と
経
済
学
は
歩
み

寄
る
こ
と
が
可
能
か
、
事
例
を
中
心
に
経
済

学
・
統
計
学
的
に
分
析
。
▼
石
井
正
彦
・
孫
栄

奭
著
『
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ー
パ
ス
言
語
学

　

テ
レ
ビ
放
送
の
計
量
的
表
現
行
動
研
究
』（
三

五
七
〇
円
）
話
し
言
葉
の
表
現
行
動
研
究
と
い

う
新
た
な
領
域
の
可
能
性
を
展
望
。
▼
入
谷
秀

一
著
『
か
た
ち
あ
る
生　

ア
ド
ル
ノ
と
批
判
理

論
の
ビ
オ
・
グ
ラ
フ
ィ
ー
』（
七
一
四
〇
円
）

ア
ド
ル
ノ
の
思
想
を
膨
大
な
文
献
と
大
胆
な
人

物
相
関
図
か
ら
論
じ
る
。

大
阪
経
済
法
科
大
学
出
版
部

▼
『
未
来
を
発
信
す
る
八
尾　

環
山
楼
市
民
塾

二
〇
一
一―

―
平
成
二
十
二
年
度
講
座
記
録

集
』
環
山
楼
市
民
塾
運
営
実
行
委
員
会
編
（
Ａ

５
判
・
一
八
五
頁
・
一
五
七
五
円
）
七
月
刊
行

予
定

　

目
次

　

ご
あ
い
さ
つ

　

環
山
楼
市
民
塾
に
つ
い
て

第
一
章　

�

日
本
経
済
の
現
状
と
展
望―

―
今
後

の
経
済
財
政
運
営
の
課
題

第
二
章　

レ
ー
ザ
ー
の
医
療
応
用

第
三
章　
「
地
域
市
民
塾
の
可
能
性
」

第
四
章　

�

高
度
情
報
化
社
会
に
生
き
る―
―

現

代

　
　
　
　

�

社
会
を
情
報
の
側
面
か
ら
捉
え
、
そ

の
意
味
を
考
え
る

第
五
章　

Ｅ
Ｕ
と
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」

　

環
山
楼
市
民
塾
運
営
実
行
委
員
会
規
約

　

平
成
二
二
年
度　

環
山
楼
市
民
塾
運
営
実
行

委
員
会
名
簿

　

あ
と
が
き

▼
『
環
境
と
海
洋―

―

海
か
ら
見
直
す
地
球
環

境
』
細
田
龍
介
・
山
田
智
貴
著
（
Ｂ
５
判
・
一

九
九
頁
・
一
八
九
〇
円
）
既
刊
好
評
発
売
中
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関
西
学
院
大
学
出
版
会

▼
小
笠
原
慶
彰
著
『
林
市
藏
の
研
究―

方
面
委

員
制
度
と
の
関
わ
り
を
中
心
と
し
て
』（
Ａ
５

上
製
・
三
八
六
頁
・
定
価
六
三
〇
〇
円
）「
方

面
委
員
・
民
生
委
員
の
父
」
と
し
て
そ
の
運
用

に
か
か
わ
っ
た
林
市
藏
の
生
涯
と
は
。

▼
内
山
衛
次
著　

関
西
学
院
大
学
研
究
叢
書
第

一
五
六
編
『
財
産
開
示
の
実
効
性—
執
行
債
権

者
と
執
行
債
務
者
の
利
益
』（
Ａ
５
上
製
・
四

九
八
頁
・
定
価
五
二
五
〇
円
）

▼
中
島
暢
美
著
『
高
機
能
広
汎
性
発
達
障
害
の

大
学
生
に
対
す
る
学
内
支
援
』（
Ａ
５
並
製
・

一
〇
〇
頁
・
定
価
二
一
〇
〇
円
）

▼
武
田　

丈
著
『
写
真
が
語
る
赤
い
家
の
真
実

―

ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
に
よ
る
戦
争
被
害
者

の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
と
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
』（
Ａ

５
並
製
・
一
三
六
頁
・
定
価
一
九
九
五
円
）

▼
京　

明
著　

関
西
学
院
大
学
研
究
叢
書
一
五

九
編
『
要
支
援
被
疑
者
（vulnerable 

suspects

）
の
供
述
の
自
由
』（
Ａ
５
上
製
・

二
六
八
頁
・
定
価
三
七
八
〇
円
）

▼
芝
野
松
次
郎
・
小
野
セ
レ
ス
タ
摩
耶
・
平
田

祐
子
著
『
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と
し
て
の
子
育

て
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト―

子
育
て
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
の
た
め
の
実
践
モ
デ
ル
開
発
』（
Ａ
５

上
製
・
二
三
六
頁
・
定
価
三
一
五
〇
円
）

九
州
大
学
出
版
会

▼
片
岡
啓
・
清
水
和
裕
・
飯
嶋
秀
治
編
『
九
州

大
学
文
学
部
人
文
学
入
門
２　

生
と
死
の
探
求
』

（
Ａ
５
判
・
二
一
〇
〇
円
）
古
今
東
西
の
生
と
死

を
巡
る
人
間
の
営
為
と
思
索
を
多
角
的
視
点
か

ら
説
く
。
人
文
学
の
魅
力
を
語
る
シ
リ
ー
ズ
。

▼
佐
藤
久
美
子
『
九
州
大
学
人
文
学
叢
書
３　

小
林
方
言
と
ト
ル
コ
語
の
プ
ロ
ソ
デ
ィ
ー―

一

型
ア
ク
セ
ン
ト
言
語
の
共
通
点―

』（
Ａ
５
判
・

四
八
三
〇
円
）
一
見
無
関
係
な
二
つ
の
言
語
に

共
通
す
る
ア
ク
セ
ン
ト
に
着
目
し
そ
の
実
現
に

関
わ
る
仕
組
み
を
明
ら
か
に
す
る
。

▼
鵜
飼
信
光
『
九
州
大
学
人
文
学
叢
書
４　

背

表
紙
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ア
ー
ン
シ
ョ
ー―

イ
ギ
リ

ス
小
説
に
お
け
る
自
己
と
外
部―

』（
Ａ
５
判
・

三
五
七
〇
円
）『
嵐
が
丘
』『
高
慢
と
偏
見
』
な

ど
、
七
編
の
小
説
を
独
自
の
観
点
か
ら
分
析
。

▼
九
州
大
学
総
合
研
究
博
物
館
監
修
『
九
州
大

学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
バ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』（
Ａ

４
変
型
・
二
七
三
〇
円
）
バ
ス
の
車
内
が
博
物

館
に
な
る
。
西
鉄
バ
ス
と
大
学
博
物
館
の
コ
ラ

ボ
で
展
示
の
新
地
平
を
拓
く
。写
真
多
数
収
録
。

▼
レ
プ
コ
／
光
藤
宏
行
他
訳
『
学
際
研
究―

プ

ロ
セ
ス
と
理
論―

』（
Ｂ
５
判
・
四
八
三
〇
円
）

複
数
の
専
門
分
野
の
知
を
結
集
さ
せ
、
最
適
な

学
問
的
連
携
を
探
る
た
め
の
手
引
書
。

広
島
大
学
出
版
会

▼
『
人
文
学
へ
の
い
ざ
な
い
』
広
島
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
教
務
委
員
会
編
（
新
書
版
・
約

三
二
〇
頁
・
九
四
五
円
・
改
訂
版
）
広
島
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
の
教
員
が
文
学
部
で
何
を

研
究
し
て
い
る
の
か
、
研
究
の
き
っ
か
け
、
何

が
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
な
の
か
等
、
こ
れ
か
ら

人
文
学
を
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
に
向
け

て
作
成
し
た
一
冊
。

▼
『（
広
島
大
学
オ
ン
デ
マ
ン
ド
シ
リ
ー
ズ

1
）英
語
の
冠
詞（
増
補
版
）』樋
口
昌
幸
著（
Ａ

5
版
・
約
二
九
〇
頁
・
一
八
九
〇
円
）
二
〇
〇

九
年
同
会
か
ら
出
版
し
、
絶
版
し
た
も
の
の
増

補
版
。
オ
ン
デ
マ
ン
ン
ド
印
刷
。
英
語
の
歴
史

的
変
化
か
ら
冠
詞
の
本
質
的
機
能
を
究
明
す
る

学
術
書
。
膨
大
な
英
語
文
献
コ
ー
パ
ス
を
用
い

て
、
種
々
の
文
脈
ご
と
に
、
い
つ
、
ど
の
よ
う

に
、
な
ぜ
、
冠
詞
の
用
法
が
変
化
し
た
か
を
徹

底
的
に
検
証
。
古
い
英
語
と
の
比
較
を
通
し
て

現
代
英
語
の
冠
詞
の
使
い
方
も
よ
り
深
く
理
解

さ
せ
る
。
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一般社団法人 大学出版部協会賛助会員社名簿
【50音順】2013年 6 月20日現在
株 式 会 社 朝 日 新 聞 社 〒104-8011 東京都中央区築地5-3-2
亜 細 亜 印 刷 株 式 会 社 〒380-0804 長野県長野市大字三輪荒屋1154
株 式 会 社 ア ベ ル 社 〒162-0825 東京都新宿区神楽坂2-19 銀鈴会館408
尼 崎 印 刷 株 式 会 社 〒661-0975 兵庫県尼崎市下坂部3-9-20
王 子 製 紙 株 式 会 社 〒104-0061 東京都中央区銀座4-7-5
岡本出版発送株式会社 〒353-0001 埼玉県志木市上宗岡3-16-2
カクタス・コミュニケーションズ株式会社 〒100-0005 東京都千代田区丸の内3-2-3 富士ビル7F
城 島 印 刷 株 式 会 社 〒810-0012 福岡県福岡市中央区白金2-9-6
株 式 会 社 ク イ ッ ク ス 〒102-0073 東京都千代田区九段北4-1-13 ニュー原鉄ビル5F
株 式 会 社 粂 川 印 刷 〒112-0012 東京都文京区大塚6-9-7
港北出版印刷株式会社 〒150-0002 東京都渋谷区渋谷2-7-7
三 松 堂 印 刷 株 式 会 社 〒101-0065 東京都千代田区西神田3-2-1 住友不動産千代田ファーストビル南館14階
三 美 印 刷 株 式 会 社 〒116-0013 東京都荒川区西日暮里5-9-8
三 立 工 芸 株 式 会 社 〒101-0061 東京都千代田区三崎町3-2-10 寺西ビル3F
三 和 印 刷 株 式 会 社 〒381-2226 長野県長野市川中島町今井薬師堂1822-1
信 濃 印 刷 株 式 会 社 〒102-0072 東京都千代田区飯田橋4-1-11
新 日 本 印 刷 株 式 会 社 〒162-0801 東京都新宿区山吹町342
大 同 印 刷 株 式 会 社 〒849-0902 佐賀県佐賀市久保泉町上和泉1848-20
ダ イ ニ ッ ク 株 式 会 社 〒105-0004 東京都港区新橋6-17-19 御成門ビル
株 式 会 社 太 洋 社 〒501-0431 岐阜県本巣郡北方町北方148-1
株 式 会 社 竹 尾 〒101-0054 東京都千代田区神田錦町3-12-6
宗 教 法 人 天 然 寺 〒204-0021 東京都清瀬市元町1-4-5-711
株 式 会 社 東 京 弘 報 社 〒101-0051 東京都千代田区神田神保町1-34
株式会社とうこう・あい 〒104-0061 東京都中央区銀座8-11-11
東光整版印刷株式会社 〒135-0006 東京都江東区常盤2-12-15
株式会社トーヨー企画 〒602-0923 京都府京都市上京区油小路通中立売上ル 油橋詰町93-7
株式会社日本経済新聞社 〒100-8066 東京都千代田区大手町1-3-7
萩 原 印 刷 株 式 会 社 〒112-0004 東京都文京区後楽2-21-12
株 式 会 社 博 報 堂 〒107-6322 東京都港区赤坂5-3-1 赤坂Bizタワー19F
株 式 会 社 平 文 社 〒170-0005 東京都豊島区南大塚2-35-7
株 式 会 社 堀 内 印 刷 所 〒335-0034 埼玉県戸田市笹目3-11-5
株 式 会 社 毎 日 新 聞 社 〒100-8051 東京都千代田区一ツ橋1-1-1
誠 製 本 株 式 会 社 〒174-0042 東京都板橋区東坂下1-19-5
株 式 会 社 遊 文 舎 〒532-0012 大阪府大阪市淀川区木川東4-17-31
株式会社読売新聞東京本社 〒104-8243 東京都中央区銀座6-17-1
株式会社ライトコミュニケーション 〒101-0042 東京都千代田区神田東松下町28-5 吉元ビル4F
渡 辺 印 刷 株 式 会 社 〒152-0031 東京都目黒区中根2-7-1

一般社団法人大学出版部協会は､ 私たちの活動をご理解・ご支援下さる皆様による ｢賛助会員｣ 制度を 
設けています｡ ここに趣旨にご賛同下さり、ご支援頂いている各社様をご紹介させていただきます｡ なお 

「賛助会員｣ に関するお問い合わせは協会事務局までお寄せ下さい｡

●広告掲載出版社一覧（掲載順）
岩 波 書 店 〒101-8002 東京都千代田区一ツ橋2-5-5
御 茶 の 水 書 房 〒113-0033 東京都文京区本郷5-30-20
吉 川 弘 文 館 〒113-0033 東京都文京区本郷7-2-8
み す ず 書 房 〒113-0033 東京都文京区本郷5-32-21
藤 原 書 店 〒162-0041 東京都新宿区早稲田鶴巻町523
芙 蓉 書 房 出 版 〒113-0033 東京都文京区本郷3-3-13
上 智 大 学 出 版 〒102-8554 東京都千代田区紀尾井町7-1
筑波大学出版会 〒305-8577 茨城県つくば市天王台1-1-1
東京学芸大学出版会 〒184-8501 東京都小金井市貫井北町4-1-1
立教大学出版会 〒171-8501 東京都豊島区西池袋3-34-1



あ
れ
か
ら
、
も
う
四
年
も
経
て
い
た
の
だ
。
老
齢
者
に
と
っ
て
こ
れ
は
半
端
な
年
月
で

は
な
い
。
当
時
、
あ
ろ
う
こ
と
か
書
店
で
妙
な
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
（
以
下
Ｔ
Ｐ
、
林
製

紙
　
二
〇
〇
九
）
が
販
売
さ
れ
て
い
る
の
を
見
つ
け
て
買
い
込
ん
だ
の
だ
っ
た
。

二
一
〇
円
。
包
装
紙
の
意
匠
が
オ
ド
ロ
オ
ド
ロ
し
い
。
マ
ジ
、
Ｔ
Ｐ
そ
の
も
の
な
ん
だ

ろ
う
と
は
思
っ
た
が
、
し
か
し
一
包
だ
け
で
こ
の
値
段
だ
し
、
名
高
い
作
家
に
よ
る
テ
キ

ス
ト
が
刷
り
込
ん
で
あ
る
ら
し
い
か
ら
、
相
当
に
手
の
込
ん
だ
仕
掛
け
が
仕
込
ん
で
あ
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
？
　
何
か
期
待
し
て
し
ま
う
で
は
な
い
か
！

し
か
し
、
こ
れ
を
持
ち
帰
っ
て
ト
イ
レ
に
持
ち
込
ん
で
す
ぐ
さ
ま
開
封
す
る
に
は
、
生

来
の
書
物
フ
ェ
チ
が
邪
魔
を
し
た
。
こ
れ
っ
て
一
度
ほ
ど
い
た
ら
そ
う
簡
単
に
は
巻
き
戻

せ
ま
い
。
グ
ス
グ
ス
に
な
っ
た
ブ
ツ
を
ど
う
保
管
す
る
の
だ
？
　
以
来
、
今
日
ま
で
の
歳

月
、
目
の
端
に
触
れ
る
と
こ
ろ
に
転
が
し
た
ま
ま
放
置
し
て
き
た
。

メ
デ
ィ
ア
史
と
し
て
は
、
巻か
ん

子す

本
が
冊さ
っ

子し

本
に
切
り
替
わ
る
局
面
は
文
明
論
的
に
極
め

て
重
視
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。
作
家
は
こ
こ
に
着
目
し
て
、
手
の
込
ん
だ
謎
を
仕
掛
け
て
い

る
に
違
い
な
い
、
と
期
待
を
し
た
。
だ
か
ら
早
く
開
封
し
て
み
た
い
け
ど
…
…
モ
ッ
タ
イ

ナ
イ
。
こ
の
葛
藤
を
重
ね
て
、
四
年
間
に
仕
込
ん
だ
勝
手
な
妄
想
は
膨
ら
む
ば
か
り
。

だ
が
待
て
よ
、
開
封
し
な
い
で
も
テ
キ
ス
ト
に
触
れ
得
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
き
っ
と

ネ
ッ
ト
で
探
す
べ
き
か
？
　
案
の
定
、
す
で
に
あ
の
キ
ン
ド
ル
に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
た

（
九
九
円
）。
で
、
早
速
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
。

う
〜
ん
。
こ
の
Ｔ
Ｐ
を
「
巻
子
本
」
そ
の
も
の
と
見
立
て
て
大
げ
さ
な
連
想
を
築
き
あ

げ
る
前
に
、
ま
ず
は
Ｔ
Ｐ
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
勝
手
な
期
待
を
抱
い
て
い
た
よ
う
だ
。

つ
ま
り
、Ｔ
Ｐ
は
ト
イ
レ
タ
イ
ム
を
補
完
す
る
際
の
補
助
材
で
あ
る
こ
と
こ
そ
が
第
一
義
。

用
を
足
す
と
き
の
束
の
間
の
慰
み
に
、
チ
ラ
ッ
と
目
を
や
れ
ば
ほ
の
か
な
ホ
ラ
ー
感
が
味

わ
え
る
で
は
な
い
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
が
著
者
の
狙
う
仕
掛
け
。
軽
妙
に
「
ビ
ロ
ー
な
オ

サ
レ
（
尾
籠
な
お
洒
落
）」
を
盛
り
込
む
の
が
、
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
だ
。

一
本
取
ら
れ
ま
し
た
。

初
版
本
、
ナ
ン
セ
ン
ス
な
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
　
　

鈴
木
光
司
著

『
ド
ロ
ッ
プ
』

酒
井
道
夫
（
二
代
目
酒
井
九
ポ
堂
）
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